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キヤノンワフミクロン光学カミ

日本の自然環境を画像解析しますも
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環境保護の問題が世界的な課題であるいま･････…・

キヤノンの特殊光学技術、構密加工技術を駆使し、

マルチスペクl､ル写真解析用超糀密大型ピューワ

ーを完成。民間航測会社･国土地理院･北海逆農業

試験所など、日本の国土を識る各方而の研究機関

からのご要望に応え期待されています。

仕様チヤンオ､ル教3

フィルムサイズ100×100m画以下

布効両面サイズ60x60m国

スクリーン300x300mm

く光学系＞投影レンズキヤノンレンズP300"F5,6

絞りF5.6～32

投影傭率5階

投影解像力スクリーン而で7本／”以上

<照明系＞光源300W沃素ランプ

色温庇3600.K

フィルター・器ﾁｬﾝﾈﾙ｣ｷﾌｨﾙﾀｰ変換可能

<レジストレーション＞

X(恢柚):各チャンオ､ル土5園m

Y(縦軸):各チ1･ンネル士5回、

l(同惟）：各チャンネル土5．

Z(|倍率調按用):名チャンえ.ル士2%
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空中写真解析装置
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噛るやすたかかず

丸安隆和
(東京大学生産技術研究所）

＄'公害をはじめとする環境問題は，全世界的な規模で広がっている。地球上には経済発展段

階や自然環境のちがう百数十の国が存在しているが，地球を救うためには，これらの国々 が協
力して問題の解決に取り組まなければならない時期になっている｡〃

〃われわれは，地球と､､うこわれやすい宇宙船上に，大気と水と土との恵みを受け，限られ

．た天然資源を利用し，また再使用しながら生きている。地球の居住可能な地域はすべて開発さ

れた現在，それを大切に維持していくことが，人類が生きのびるためにも，また，世界中の人
点が快適な生活設計をしていくためにも，絶対に必要なこととなった。宇宙船としての地球の

限界を認識した上で，内在する問題の現状を把握し，今後発展する文明に対応できる，全地球
的な態勢を整えておかねばならない。〃

BarbaraWard.jReneDubos:､Iかけがえのない地球〃から

1.NASAの二つの計画

地球を救うため，人類が長く生存していくため，いまこそ全世界が協力してその対策をたてなけ

ればならないという重大な事態に対処して，アメリカ合衆国航空宇宙局(NASA)が二つの大きな

プロゼクトを開始した。一つは地球資源衛星(EarthResourcesTechnologySatellite),略称ア

ーツ計画であり，一つはSkyLab計画である。

アーツ1号は1972年7月すでに打ち上げられ，現在地球を回りながら全地球の刻々 の新しい情

報を収集し，これを全世界に提供して,問題の所在を解明する資料に利用されている。わが国にも，
アーツ写真が多数送られてきてその解析が各専門の分野で進められ，興味深い新しい事実が解読さ
れていることは周知のとおりである。

‐

臼

｡

2．新しい地球の情報を伝えるアーツ写真

アーツ写真には従来の航空写真からは得ることのできなかったいくつかの特徴があった。すなわ

ち，

①1枚の写真に185km×185kmという広い地域が，同時に，かつ，同じ条件で撮影されるの

で，地上の現象を比較するにも便利であり，大筋を間違いなく把握できる点で非常に有効である。

②マルチスペクトル写真という新しい技術が用いられた。物質が太陽光線を反射する特性は，図
－1に示すように,物質によってそれぞれ異なっている。普通，われわれの撮っているパンクロ写真
の白黒の色調差は，可視光域（0.4～0.7の全体の反射エネルギーの積分値であるが，これの波長

･－－－、1－-一一



域をいくつかに分けて別たに記録する方法を用いたのがマルチスペクトル写真である。波長域も可

視光だけでなく，赤外域にものばして撮影され，アーツ1号では，0.5～0.6膠，0.6～0.7脾，0.7～

0.8β，0.8～1.1浬の四つのバンドに分けて4枚の写真がとられた。これを適当に組承合わせ，色

をつけて観察することによって，地上の情報をいっそう精度よく読桑とることができる。

③高い精度と高い解像力をもっている。これはスキャンニングという方法で写真をとっているの

で，普通の写真とちがって引伸しも重ね合わせも非常に精度よくでき実際に日本に送ってくる写真

でも60倍近く引き伸ばしても十分に像がくずれない。

④その他，周期的に撮影するので地上の現象の変化のようすが調べられること，とられた情報が

直ちに地上に送られるので，ほとんど実時間でその映像が利用できること，などの利点がある。

3．スカイラブ計画

4年間の有人月探査が，アポロ17号で終わったあと，アメリカの宇宙開発は大きく〃軌道修正〃

され，われわれの惑星「地球」と，そのエネルギー源〃太陽〃に観測の目をむけるというスカイラ

ブ計画が始まったo8カ月の実験中,3人ずつの宇宙飛行士が3交代で合計140日間宇宙に住むこ

の計画は，地上の環境，資源問題や新材料の研究に宇宙開発の成果を生かすほかに，無重力状態で

の人間の医学的実験も含まれる。

スカイラブ(SKYLAB)とは，スカイラボラトリーの略で「空飛ぶ実験割の意味である。こ

のような軌道科学実験では，ソ連が1971年6月6日打ち上げた3人乗りソユーズ11号が初の有

人軌道科学ステーションをつくった｡しかし,24日間の滞在後，地上に帰還する途中3人の飛行士

が死亡する事故が起こったため，ソ連は計画を中断している。

スカイラブ計画は使用する道具立てから見るとアポロの延長であり，ポストアポロ計画といえ

る。あと3回予定されていた月旅行をやめたために残ったサターン5型雇ケットと，アポロの司令，

機械船がスカイラブの主要部分に流用された（写真)。

まず，最初にサターン5型の1．2段の噴射で無人の実験室が高度435km,赤道との傾斜角50c

のほぼ円軌道に

乗せられる。周

期は約1時間半。

この1日後に最

初の3人組をの

せた司令，機械

船が打ち上げら

れ，近地点150

km,遠地点220

kmの軌道にの

せられ，このあ

と機械船のエン

ジンを使って，

さきの実験室と

ランデブーし，

これに乗りうつ

るという計画で

あった。
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実際には最初の実験室が打ち上げられたとき太陽電池板が完全にひらかず，太陽熱を防ぐおおい

がはがれたため，予定よりおくれて3人乗りの司令船が打ち上げられ，28日間の飛行中に修理し，

後につづく実験がおそらく支障なくできるであろうということはすでに報道されたとおりである。

このあと第2組，第3組の飛行士が打ち上げられ，それぞれ56日間ずつ軌道実験室に滞在して，

びっしり詰まった実験を予定どおり行なうことになっている。

4・スカイラブで計画されている実験

延べ140日間の3回の飛行士滞在中に約60項目の実験，観測が予定されている。長時間の宇宙

滞在が人間に及ぼす生理的，心理的影響を多面的に調査するほか，宇宙の利点を生かして，世界の

科学者から希望のあった数点の研究が行なわれる。

地球資源，環境の調査もその一つである。スカイラブは，北緯，南緯各50oではさまれた地球の

75％の_上空を飛ぶことになり，約5日ごとに同じ地点の上にもどってくる。約80～150km四方の

地表や海面を1枚の写真にとりながら回るので,各地点の刻准の動態がつかめる。資源といっても，

鉱物資源だけでなく，土地，空気，水など，人類が生存するのに直接または間接に関係のある物質

を地球的な規模でさぐり，公害，環境問題解決のデータを得ることを海らっている。

太陽の観測も大切な仕事の一つである。地球上の資源がもう底が見えてきたといわれていると

き，まだ未知の世界であり，エネルギー源として今後大いに利用することの可能な太陽の研究は，

人工衛星という大気に邪魔されない空間からの観測によって大きい成果が期待される。

その他医学実験，工学的実験が含室れるが，何といってもわれわれには，地球に対して行なわれ

る遠隔探査の成果はまことに興味深い。

5使用されるセンサー群

観測には地球資源実験パッケージ(EREP)の遠'胴探査装置群（多数のセンサー群）が用いられ

る。これらによって得られたデータの利用分野は農業，林業，水文学，海洋学，地質学，気象学，

生態学など広範囲に及んでいる。

スカイラブのEREPは6種類のリモートセンシングシステムからなっていて（図-1),特に宇宙

からのセンシングに適するように，国際的な協力のもとで開発されたものである。

スカイラブは人間が乗って，直接操作するものであるから，他の遠隔操作で行なうシステムでは

得られないユニークな資料が得られることが期待されている。

ERFPセンサーは，目的に応じて独立に，またばグループで使用される。データはフィルムまた

はテープに記録され,持ち帰って処理される。使用される波長域は図－2に示している。それぞれの

カメラには特定の研究目的があって，今後の宇宙写真の利用価値を高めるための基礎試料が得られ

るはずである。したがって，飛行中に特定の地域を特に日をきめてRREPによる撮影が行なわれ

る(図-2)。この日には，地上でも各種の基礎測定を同時に行なうように要請されている。

S190Aマルチスペクトルカメラ

このカメラの目的は，広い分野の研究者に研究の基礎となる精密なマルチスペクトル写真を提供

することで，この写真は，地上物質の正確な反射特性を光学的に記録したものである。

このカメラには6個のレンズ(f=2.8,視野角21.2o,焦点距離15cm)があり,1枚の写真

にうつされる面積は163km×163kmで約1/300万の縮図となるが,地上で30mを識別できる解

像度をもっている。6個のシャッターは0．4ミリ秒でシンクロされている。

S190B地形測量用カメラ

焦点距離45cm,被写面積106km×106km,最大85%の重複度で撮影できる。解像度は使用

一一-－3－－－



するフィルム，フィ

ルターによって異な

るが，最良の場合

(0.5～0.7"m,EK

3414を用いたとき）

地上の約10mが解

読できる。ステレオ

部を利用して高さの

測定も可能となる。

S191赤外スペ

クトロメータ－

広い波長域にわたっ

て，地上からの反射

と大気中での減衰の

特性を堂的に決定し

ようという目的であ

る。リモートセンサ

ーに最も重要なこと

は，得られたデータ

から大気中の影瀞を

どれほど正確に取り

除くことができるか

を知ることである。

このためSKYLAB

のセンサーで得られ

たデータと直接地上

で，あるいは航空機

などを使って得たデ

ータとを比較しよう

というのである。

S192マルチス

ペクトルスキャン

ナー(MSS)

MSSはすでにア

ーツ映像に関連して

広く知られている

が,SKYLABでは

b
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図－1日本の上空を通る軌道実線で閉まれた区域が実験区域

実線の軌道でEREPの撮影が実施される

4－'fンド白州フイルム6コのレンズ同蹄シヤ｡ソク被写而樅163k,四カ
トーーコーーさ－3，1－バンドIRカラーブベルム 魚欺距離15函 解像咲地上30m5190A

lバンドカラーフィルム

1バンドカラーフィルム解像“0mー 2バンド

｜:蕊蝿…
地形測儀用カメラ鮒点距甑5噸75km剛方

r一ーﾆﾏｰ舎今ニーニーエ､F~一一一L－－dい一今一一■ 陸p－r－一一一一一中一号一一q

青→IR2寸クタープスペクトロノーク

S1908

－

S191

一

13"－バンド

ら-聿一毒画再一一閏－1]-デテククーマルチスペクトルスキャーナー

パンド1－12【0,4】'』～2.3恥，《ンドー13（10.2〃-12.5)74km,四方解像変80,

マイクロメーターラジオメーター／スキ…ターロメークーアルテノーター
13.9GIIz 2.2Cハ

ダ
ダ

ェパンfテジ才メーター1．4CHz

地I:の黙分布団作成鱗I哩圭1.K 21.0CM

I‐

S192

-

S193
ﾛ

■

S194

可視光壊
一

lllllll ｜IllllllIlll||｜’｜’
が,SlfXLAljでは.2.4.6.812468101416CENT1METERS

バンド数を13にし，図－2センサー群

その利用性の研究を進めることを目的としている。アーツの場合にも,RBVカメラとMSSとを

用意したが,RBVは間もなく故障を起こした。もともとRBVカメラ（光学的に映像をつくる）

の方が解像度が高く，利用価値が高いのではないかと考えられていたが,MSSで予期以上に高い精

－4－
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度の写真を得ることができた。RREPでこの比較がふたたびとり上げられる。利用される分野はア

ーツの場合と同じであるが，熱線バンドが含まれるので，地表や水面の温度分布図を作成でき〃温

度のちがい〃という新しい観点から汚染や資源の探査が可能になろう。

S193マイクロウェーブラジオメーター

これは地球資源の調査にマイクロウエーブセンサーがどの程度利用できるかを調べるのが目的で

ある。具体的には，海洋面の粗さ，波の状態，風の範囲，氷の被糎などを調べ，気象予報の精度を
向上する。雪の調査，土地凍結の範囲，水文,土壌調査,市街地の熱分布など非常に広範囲である。
S194L－バンドラジオメーター

これは地表面の温度を高い精度測定するのに利用される。受信機には0｡～350･Kの範囲の温度が
受信され，その精度は土1.0.K(波長21cmの場合）といわれている。

6．スカイラブに期待するもの

宇宙を回る人工衛星から，地球資源を探査し，その有効な利用と保存についての多くの資料を得
ることは，すでに資源衛星の写真で証明された。スカイラブには，非常に性能のすぐれたSensor
群が積象こまれ，さらに，高度がアーツの場合の約1/2であるから，はたしてどのくらい詳細な情
報が入手できるかは，まだ想像の域を出ないが，アーツの例から見ても，きわめて精度の高いもの
であることは断言できる。それがマグネチックテープに記録されており，引伸しや色合成が電気信
号をそのまま使って行なうとすれば，おそらく1/5万の地図に相当するほどの精度は十分期待でき
るのではないだろうか。さらにS190Bから重複度をもった実体写真が提供されるので地形図作成
の手段として利用されることも考えられる。

われわれがまだ経験したことのない熱バンド,L一バンドの写真像が得られ，温度差が1．Kまで
わかるとすれば，地球上の諸現象を，温度というまた別な面からながめることになり，われわれが
目で見る世界とまた別な世界を見せてくれることになるわけである。

世界中の科学者たちは好奇心にも似た期待をもってスカイラブの成果の到着をまっている。
スカイラブが打ち上げられた直後，太陽電池が開かないための故障があって心配されたが，それ
も完全に修理ができ，2回目，3回目の実験が行なわれようとしている。

先にも述べたように，現在の宇宙からのリモートセンシングは多くの利用可能性をもっていると
はいえ，まだ実験段階である。リモートセンシングによって得られた映像が何を意味するかは，別
に行なった地上，航空機，船などから直接に行なった情報と引きくらべて，その意味づけを行なう
ことが必要である。

最初の計画では第1回目（5月29日）を地上実測の日と定めていたがそれはできなかった。その
代わりに9月8日と13日(Track63)9月12日と18日(Track49)にFRRP計画が予定されて
いる。できるだけ有効にその成果を利用するために，この日が十分に晴れて所期の目的が達せられ
るよう，いまその準備を進めている。

リモートセンシングの中心的な役割をもつMSSは一応その成果はマグネチック。テープの中に
記録される。これを写真像にし，かつ引き伸し，色合成して利用する場合，そのもつポテンシャル
を-1-分に活用するためには,MTの情報はそのままで処理することが必要である。このための装置
がこれからのリモー1,センシングには欠くことのできないものであり，何とか早くこの装置の利用
ができることをねがっている。

地球上の微細なできごとが，人工衛星という新しい道具立てができ，常に一定の期間ごとにキャ
ッチされ，解析されていくことによって，工場のあり方，土木工事のやり方なども大きく転換して
いくことにもなるだろうo世界平和と自然保護のために果たす役割はきわめて大きいものがあると
いわなければならない。

－5－



’ －1
|森林法の
一部改正

について

開発許可制を中心にして

そえじまえ､，いち

副島映一

(林野庁林政部企画課）

「森林法及び森林組合合併助成法の一部を改正する法

律案」が去る4月5日国会に提出されたが，この法案に

は，おおむね次の六つの主要な改正点が含まれている。

1民有林における開発許可制の導入

2森林計画制度の改善

3伐採の届出制の改善強化

4森林施業計画の改善

5森林組合制度の改善

6森林組合の合併促進措置の期間延長

このうち1から5までが森林法に係わるものである

が，本稿では，森林の開発ないし施業の規制に関する部
分，すなわち1から3までの改正内容について，その概
要をご紹介することとしたい。

’民有林における開発許可制の導入

森林の諸機能とその価値について，最近のように人灸
の認識が高まったI瞬切は，かつてなかったのではあるま

いか。木材生産機能以外にも土砂崩壊の防止や水源のか

ん養等の機能はつとに認められていたが，最近はそれら

に加え，とくに，かけがえのない自然を守るための運動

がまさに世界的な規模で展開される中で，森林の環境保
全機能に対する期待が一段と高まっており，ゴルフ場の
開設や砂利採取等を目的とする無秩序な森林の開発に対
して，世のきびしい非難が集中している。

般近5カ年間の民有林面積の減少（増加分と相殺した

純減分）は’全国で5万ha程度と見込まれるが,県別で
は神奈川県のように県内の民有林の約14.5％が減少し
たと承られるところもある。また，林野庁において各県

に照会し,最近3カ年間に1ha以上の森林の開発が行な

われたもののうち，災害の発生や水の確保に支障を生じ

たもの等’何らかの問題を起こした事例を調査したとこ

ろによると，宅地造成，ゴルフ場建設，土石採取等42，

件，1万7千haの|淵発行為がそのような問題をひき起こ

しているという結果がでた。

土地利用規制の法律は，いろいろあって，森林法の保

安林，自然公園法の国立公園特別地域，鳥獣保護法の鳥

獣保謹区，都市計画法の都市計画区域，農業振興地域整

備法の幾用地区域その他十指に余るほどであるが，森林

に対しこれらの規制措憧がどの程度の面積をおおってい

るか，おおよそのところを推計して承ると，民有林総面

積1,680万haのうち半分に満たないのではな↓､かと思わ

れる。つまり，民有林のうち半分以上につい屯ほ，その

開発転用に対し何らの規制も及んでいないわけである。

ところが諸外国の例を見ると，西欧諸国ではかなり古

くから森林の諸機能の重要性が強く認識されていたた

め’保安林以外の普通林といえども，これを森林以外に

転用する場合には，行政庁の許可を要するとしているの

が通常である。たとえば，フランスの森林法典では，何

人も農業大臣の許可なくしてはその所有する森林を抜根

し他に転用してはならないとされており，その場合農業

大臣は’①山岳または傾斜地での土地の保全のため，②

河川の侵蝕から土壌を守るため，水源または水流の確保

のため，④海潮または砂の侵蝕から海岸を守るため，⑤

国防のため，⑥公衆の保健衛生のため，⑦森林法典の規

定に基づいて実施された造林地につき，木材その他の林

産物の供給を確保するため，⑧地域における生物学的均

衡を保つため，という8の理由のうちのいずれかを理由

として，その転州を許可しないことができるとされてい

る。

さらに’森林の開発規制の立案の背景としては，もう

ひとつ新国土総合開発法案の動きがあった。経済企画庁

で準備したこの法案は，国土の均衡ある発展をめざし，

その適正な利用と保全を図ることを狙いとして，土地利

用の計画制度や土地売買の規制措置等を盛り込んだもの

であるが，その中で，森林については，都道府県の土地

利用基本計画において，農業地域，都市地域，自然公園

地域および自然保全地域と並んで森林地域の指定の制度

が設けられるとともに，その森林地域内の土地利用につ

いては’別に法律で定めるところにより関係行政機関の

長や都道府県知聯が必要な規制を行なうものとされた。

そこで，森林法改正案の開発規制が，たまたまこの新
国土総合開発法案が期待する森林地域内の規制に相応し
うるものとして，両者の法制上の整合性の保持が必要と
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なったのである。

さて，開発許可制の内容は，地域森林計画の対象とな

っている民有林（保安林等を除く）において開発行為を

しようとする者は，国憲たは地方公共団体が行なう場合

等一定の場合を除いて，都道府県知事の許可を受けなけ

ればならないというものである。

開発行為というのは，土石または樹根の採掘，開墾そ

の他の土地の形質を変更する行為で，政令で定める規模

以上のものと定義づけられている。あくまで，森林の土

地に着目し，その土地の形質を変更する行為自体を開発

行為としてとらえており，その行為の目的の如何は問わ

ないのである。というのは，許可基準のところでも説明

するが，この制度は，それまで森林が森林であることに

よって保ってきた土砂崩壊の防止等の－定の公益的機能

が森林でなくなることにより失われ，何らかの支障を生

ずることがないようにチェックしようとするものである

から，行為の目的よりはむしろその態様が問題とされる

からである。

また，許可を要することとなる開発行為の規模は，政

令にゆだねられているが，政令では，地形や気象等の自

然的条件や，ゴルフ場のような面的開発か道路のような

線的開発かといった行為の態様を勘案して，周辺の地域

にまで相当の影瀞を及ぼすような規模のものとして定め

られることとなる。したがって，面的な開発行為にあっ

ては，おおむね1ha以上と考えられ，線的な開発行為

にあってもおおむねこれに見合う規模が幅員等で示され

ることとなろう。

次に，開発規制がかかる森林の範囲は，地域森林計画

の対象となっている民有林のうち，保安林，保安施設地

区内の森林および海岸保全区域内の森林を除いたもので

ある。除外されている保安林等は，すでに森林の機能保

持と同様の観点から，それぞれきびしい行為規制がかけ

られており，今回の開発許可制を重ねてかける実益がな

いからである。これにひきかえ,たとえば,自然公園法や

都市計画法による規制がかかっている森林については，

それぞれ単に公園的景観の維持ないし都市整備の観点か

らの規制しか及ばないので，今回の森林の機能保持に着

目した開発許可制も重畳的に適用されることになるので

ある。

地域森林計画の対象となっている民有林（私有林と公

有林をさす）というのは，今回の改正で，地域森林計画

は，民有林のうち，その土地の自然的，経済的，社会的

諸条件および周辺地域の土地の利用の動向からみて森林

として利用することが相当でないものを除いたものにつ

いてたてるよう改められると同時に，その対象とした森

林の区域を計画の中で具体的に明示すべきものとされた

ので，その現実に計画樹立の対象とされた民有林をさす

ことになるわけである。地域森林計画は，全国256の森

林計画区別に都道府県知事が5年ごとにたてる10年計

画であり，計画事項等についても今回改正が施された

が，それらについては後述する。

なお，都道府県知事が地域森林計画の対象から現実に

どのような森林を除外していくかについては，改正法の

施行に際し，林野庁としてもその具体的指針を示す必要

があると思われるが，その場合，まず，森林法上の森林

の定義に照らし，森林であるか否かの判断基準が必要で

あり，次いで，森林であっても地域森林計画の対象から

除外するものの判断基準が示されるべきであろう。後者

すなわち民有林のうち森林として利用することが相当で

ないと認められるものとしては，①集落地等に介在する

きわめて小面積分散的な森林で，保安林等に指定されて

もいず，機能的にも重要度の低い森林，②すでに公的な

事業の実施が確定している森林，等が考えられる。

許可を受けなければならないのは，開発行為をしよう

とする者，すなわち，開発行為たる事業の実施主体であ

り，必ずしもその森林の持ち主とは限らない。同一の開

発行為として一体性をもつ事業を，数人名装に分けて実

行したり，小面積に分け時をずらして実行したりして許

可申請を免れようとすれば，いうまでもなく脱法行為と

なるのは，既存の都市計画法上の開発許可制その他この

種の類似制度の理解と同様である。

許可を受けることを要しない場合としては，次の三つ

の場合が法文上あげられている。すなわち，①国または

地方公共団体が行なう場合，②火災，風水害その他の非

常災害のために必要な応急措置として行なう場合，およ

び③森林の土地の保全に著しい支障を及ぼすおそれが少

なく，かつ，公益性が高いと認められる獅巣で省令で定

めるものの施行として行なう場合，である。③の省令で

定める事業としては，住宅公団や道路公団のような国ま

たは地方公共団体に準ずるような公的機関が，行政庁の

認可を受けた事業計画に基づいて実施するような事業が

考えられ，要するに許可不要としておいても支障なき開

発行為の実施が期待できるものに限定して定あられるこ

ととなろう。

次に，都道府県知事の許可不許可の判断基準として

は，次の三つの事項のいずれかに該当しない限り許可す

べきものとされる。すなわち，当該開発行熟により，①

周辺の地域において土砂の流出または崩壊その他の災害

を発生させるおそれがあること，②その森林の水源かん

養の機能に依存する地域の水の確保に著しい支障を及ぽ
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すおそれ力§あること，③周辺の地域における環境を著し

く悪化させるおそれがあること，である。これら三つの

事蕊の具体的内容については，施行通達等で逐次明らか

にされていく必要があると思われるが，いずれにして

も，この開発許可制ば，森林が森林であることによって

保ってきた機能ないし果たしてきた役劉を重視し，それ

らの機能ないし役割を極力維持していこうという趣旨で

設けられているものであるから，開発行為が行なわれよ

うとする森林が，災害防止，水の確保，藻境保全という

三つの観点から果たしてきた役割の重要度と開発行為の

態様から承たそれら森林の機能の破壊の穏度とをそれぞ

れ勘案して，総合的に，その許可不許可の判断がなされ

るべきであろう。三つの鞭項のうちでも，災害の防止や

水の確保については，保安林制度の運用の実績からし

て，その運用もさほど函難でばな､､と思われるが，とく

に環境保全の基準については，蒋観的合理的な細目の作

成に努力する必要があり，その実際の運用に当たって

は，都道府県森林霧議会の憩見をきくなど恋意的運用を

避ける配慮が望まれるとこるである。

なお，都道府県知事に対しては，許可なくして開発行

為に着手した者あるいは不正な手段によって許可を受け

て開発行為に若手した者等に対する開発行諭の中止命令

または復旧命令を発する権限が与えられている。

許可なくして開発行為をした者，ああいは都道府県知

事の中止命令等をきかなかった者に対して罰則がかかる

ことはいうまでもない。いずれも,20万円以下の嗣金に

処せられることになる。

以上のような新たな開発許可制の導入と，従来の保安

林制度との関連について一言しておくと，今回の開発許

可制ほ,あく童で普通林であっても,程度の差こそあれ森

林のもつ公益的機能の発揮が要諦されるに至って､,る現

実をふまえ，森林所有者といえども，それらの機能を消

滅させ，災害や水源地破壊や環境悪化を招くような開発

行為を自由に行ないうるとするのは，権利の正当な行使

の域をこえるという立場に立って，森林所有者に公共の

福祉のためにいわば権利に内在する義務として当然守る

べき事項を守ってもらおうとする趣旨のものであり，都

市計画法上の開発許可制等の場合と同様，損失補俄制度

を設けていない。この反面，以上のような権利に内在す

る義務の範囲を越えてでも強い規制をかけ，公的に是非

とも保全する必要のある森林については，所要の補償を

行なったうえで，保安林に指定して，従来にも増して，

的確な保全を期するものとしているわけである。したが

って，このような観点から保安林制度についても，指定

施業要件の強化,保安林解除の厳正化,損失補償の充実，

公的買入制度の充実等その運用の改善が必要となってき

ているのである。

2森林計画制度の改善

森林計画制度についてば，昨年の自然環境保全法の制

定等を契機として，森林の有する公益的機能のいっそう

の発揮を指向した森林施業の指針を示しうるような内容

のものとする必要があるとの認識のもとに，その改善の

具銅上が検討されてきたのであったが，それに加えて・

今回の民有林における開発許可制の導入との関連性をも

十分考慮して,その制度改正が行なわれることとなった。

すなわち，まず，全国森林計画および地域森林計画の

↓､ずれもその計画事項として新たに，森林の難備の目標

その他森林の整備に関する基本的事項および森林の土地

の保全漣関する事項を加えることとされた。前者にあっ

ては，森林のもつ木材生産等の経済的機能と災害防止，

水源のかん菱等の公益的機能とを調和させつつ諸機能を

総合的かつ高度に発揮させることを狙いとして，森林の

機能別のタイプ分けを前提としてそれぞれの森林の整備

の目標を明らかにしていこうとするものであり，後者に

あってば，単に森林の立木竹に関する施業のあり方を示

すことから一歩出て，森林所有者がその森林の土地につ

いて，転用等の目的でその形質の変更を行なう湯合の指

針となるよう，樹根や表土の保全に関して留窓すべき事

項を努あて具体的iこ示すこととしているものである。

また，全国森林計画においては，民有林および国有林

のいずれに対しても，その地域段階の森林計画樹立に対

しより具体的な指標を与えうるよう，また，とくに水源

かん養や土砂の流出防備を目的とするいわゆる流域保安

林の配備のより具体的な指標を与えるよう，その計画事

項ほ努めて流域ごとに（全国でおおむね80程度の流域

区分が見込まれる〕明らかにすべき旨を定めている。

地域森林計画については，従来，単に民有林について

定めるものとすると規定されており，その民有林の施囲

が必ずしも明らかでなく，実務上は，極力すべての民有

林をその対象とするよう努めてきており，きわめて軽徽

な森林の承を例外的に対象から除外する等の扱いをして

きたのであった。しかし，今回の改正でほ，計画事項の

充実や開発許可制の実施と相堂って，先に1で述ぺたよ

うに，森林施業の長期指標たる地域森林計画の対象森林

としてはふさわしくないものを除外してたてるよう改正

を行なったものである。なお，地域森林計画がこのよう

に,森林所有者や地域の行政部局に対し,より具体的な指

標を明らかにするようになったこととの関連において，

その樹立に慎重を期するため，都道府県知事は，関係市

－8－
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度の発足だけに，その準備期間を十分とり，慎重を期し

ているのである。ただし，開発許可制と密接不可分の関

係にある森林計画制度の改善内容のうち，開発許可制の

施行薑でに実質的に計画変更の手続を終了しておく必要

のあるもの，すなわち，森林の土地の保全に関する計画

事項の追加および地域森林計画の対象区域の明示に関す

る部分，ならびに，特段の準備期間を要しない森林施薬

計画制度の改善および森林組合合併助成法の改正部分に

ついては，公布の日から直ちに施行されることになって

いる。

また，きわめて長期間の準備を要する森林計画制度の

改善に係わる部分，すなわち，森林の整伽の目標その他

森林の整備に関する基本的辮項の追加および全国森林計

画の計画事項を努あて流域別にたてるべきものとした部

分の施行日ば，昭和49年4月1日とされている。

最後に，本法案の国会における辮議状況について一言

しておくと，本法案は，冒頭に述べたように，さる4月

5日衆議院に提出され，重要法案の取扱いを受け，まず

4月24日衆議院本会議において，艇林大臣からの趣旨説

明が行なわれたのち，農林水産委員会に付託された。と

ころが周知のように，今国会は法案全体の審議の遅れが

はなはだしく，あまつさえ，本法案は，幾林水産委員会

への付託順位が最後の13番目であり，加えて野党の反
対する新国土総合開発法案関連という取扱いを受けたこ

ともあって，なかなか審議が開始されず，ようやく農林

大臣による提案理由の説明と，第1回目の審議が行なわ

れたのが，延長国会の会期もつまってきた7月11日であ

った。その後，7月17日にば総理大臣出席のもとに第2

回目，同18日には第3回目の審議が行なわれたものの延

長国会の会期も7月24日までと迫り，その成立が危ぶま

れたのであるが，国会はふたたび65日間の会期延長が行
なわれるところとなり，この法案も，今国会での成立が
期待できる見通しとなってきて､､る･

町村長の意見をきかなければならない旨規定された。

3伐採届出制の改善強化

立木の伐採の届出ば，従来は，民有林のすべてにつL，

て必要とされていたのであるが，今回の改正では，まず

この点が開発許可制と同様，地域森林計画の対象となっ

ている民有林に限定されることとなった。また，届出に

係わる伐採計画等に問題がある場合，従来嫁，都道府県

知事による勧告制度があるにとどまっていたが，今回，

次のような必要措慨命令制がとられることとなった。

すなわち，都道府県知事は，伐採の届出書に記載され

た伐採面積，伐採方法または伐採齢に関する計画が地域

森林計画に適合しないと認めるときば，その伐採計画を

変更すべき旨を命ずることができるし，さらに，伐採届

出をした者の行なっている伐採かその届出の伐採計画に

従っていないと認めるときは，その伐採計画に従って伐

採すべき旨を命ずることができるというものである。こ

れらの命令に違反した者は，10万円以下の罰金に処せら

れることになる。

なお，開発行為の許可を受けた者が，その開発行為を

するために伐採する場合には，重ねて伐採の届出をする

必要はないとされる。ひるがえっていえば，それ以外の

立木の伐採は，その目的の如何を問わず，届出を要する

こととなり，その届出に対しては，都道府県知事は，あ

くまで，地域森林計画に即して適正な森林施業を確保す

るという観点から，チニックを行ない，勧告ないし必要

措置命令を行なっていくこととなるわけである。

一

4施行日その他

森林法および森林組合合併助成法の一部を改正する法
律案の施行日は，三段階に分かれている。

まず，開発許可制をはじめとする本法案の主要部分

は，公布の日から起算して6月を越えない範囲内におい

て政令で定める日から施行するものとされる。大きな制

一

２

旬

鶴 璽＝ロロ□

－9－



天然更新技術確立のための』11胴,11鵬三
三

害ulMlIlI8Ⅲ111ⅢI川11MⅢ川I1MIII川Ⅱ11,1ⅡljlMIMⅢ川III1I1IIl川I1MIIUIIIn
二，
二＝

=!,,,,,,IIIﾙ菌害回避説

くらたまずじろf

倉田益二郎

（東京腱業大学教授）

したがって，わたくしの説は，林業・林学界でも前記

の人びと以外からは無視されたまま，わたくしは，研究

を続け，別に積極的に自説を主張するところなく，今日

に至り吉した。

しかし，自然保護思想の急激な高まりから，天然林施

業への関心と広葉樹林への認識が深まるにつれて，天然

更新への探究がふたたび重要性をおびてきました。

そこで，今こそ本気に聞いてもらえる好期と信じ，本

誌を通じて訴えてふようと決心するに至りました。

l.菌害回避更新論とは

「菌害回避更新論」とは，ある樹種の稚苗が，菌害を

回避することによって発生・生育し，逆に，菌害によっ

て発生・生育しない。つまり，菌害の存否によって，天

然林が成立し，または，しない場合に関する仮説であり

ます。

ところで，天然林の成立，不成立に関与す愚因子は，

これ童で，陽光，火入れ，爆発，山崩れ，土壊，水分，

湿度，虫，鳥獣，菌，雑草などとされ，特に，そのうち

でも，陽光こそ，天然林成立を左右する股重要因子とし

て研究されてきました。

たとえば，わたくしの研究以前，東大，敢大，九大，

北大，北海道庁林試の造林学，および，経理学者たちの

多くの博士論文は，いかに，天然更新と陽光に関するも

のであったかは，文献で明らかであります。

これに対し，わたくしの菌害回避説は，従来の陽光量

を重要因子として探究するものと全く異なって，菌害を

中心的重要因子として探究するものであります。

模式的に図示すれば，下図のとおりです。

もちろん，今までのところ，菌害回避説によって，す

べての天然林の成立・不成立が解かれ，または，菌害回

避に基づく施業法によって，思いのまま，そこにどんな

樹種の天然林をも成立せしめることができるまでに至っ

1.はじめに

天然更新は古くから関心がもたれ，長年，莫大な経費

と労力を没して研究されたにしては，それほど究明・実

証されていないことに疑問をもちました。

そこで，わたくしは，昭和7年ころからモミ，ヒメヤ

シャプシ，キリの研究に着手し，昭和15年ころに，菌

害こそ，天然更新成否の核心にふれると考えるようにな

りました。そして，順次，カラマツ，スギ，カンパ，ア

カマツ，クロマツ，ヒノキ，エゾマツ，トドマツと広め，

昭和24年に‐菌害回避更新論｣《I>を発表しました。

この発表を勧められたのは，当時の林試場長藤岡博士

と小出博博士の両人ですbこの発表後，わたくしの新説

に共鳴，または注目された人は，長谷川孝三博士，西門

義一博士(元岡山大教授),沼田大学博士,坂口勝美博士，

今関六也元林試保謹部長です。以上の人びとのうち，特

に長谷川博士からは，「実は,自分も君と同じ説を抱いて

実験“していたのだが，若い時代に上司から．…（林学

の定説に反する説はけしからん。中止せよ｡)…・と申し

渡された」と打明け話がありました‘》

従来の方式

陽光重視土土壌重視 倉田提案
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てはいません。

ここで仮に，稚苗が立枯病に犯される樹種を罹病型と

し，他方，犯されないか，犯されにくい樹種を回避型と

呼ぶことにします。

す為と，「罹病型樹種の場合,その天然林が成立し得た

基本的因子を菌におけば明瞭に解明でき，また，その理

論に埜づく施業によって，天然林を成立せしめ得る」と

する天然更新説がわたくしのいう菌害回避説でありま

す。

そして，そ‘こに成立した天然林の樹種以外の天然林

が，なぜ，そこに成立しなかったかについては，今のと

ころ未究明のままであり，これは，今後に残された課題

であり霞すも

しかし,菌害回避説によって,従来の諸学者が行ない，

また，論じていることの大きな誤りや，見当はずれは，

すっきりと是正される､と思い髪すb

つまり，菌害回避説に基づけば，これまで未明部分が

的確に解かれ，また，天然林の誘導成立を完成せしめう

る事例が次盈と実証されると思います。

Ⅲ、従来説に対する菌害回避説的解釈

1．エゾ・トド林

エゾ・トド天然林に関して，まず，問題にされるのが

耐陰性であり，つまり，陽樹，陰樹概念に基づくもので

した。

しかし，菌害回避説は，エゾ・トドの耐陰性にはふれ

ないで，その代わりに，両樹種の耐病性におくのです。

この研究報告は，日林講(1957)(3)に発表済象でありま

すが，要約しますと，エゾは立枯病菌リゾクI､ニアに対

し罹病型であり，したがって，その稚苗の発生成立のた

めには，罹病しない場所（たとえば，火山噴出地，腐朽

倒木上，岩石地）であるという条件が備わっていなけれ

ばなりません。

もし，陽光童が少ない環境であれば，貧弱な稚蔽とな

るため，菌害に犯されることがあります。しかし，陽光

が少ないことが決定的な枯死原因でなく，仮に少ないま

までも，菌に犯されなければ成立が可能なはずです。

2．マツ複層林

香川県牟礼町のマツの複層林は有名で，かつて，ここ

を訪れた造林学の大家は，ここのマツ林はおかしいと評

したほどの所です。

というのは，従来の林学界にとっては，極端な陽樹で

あるマツの複層林の地床に，マツの稚苗が更新するとは

常識上考えられないことだからです。

つまり，マツの複層林を見ては，ただ驚く緑かなかつ

たのでうち

たが，わたくしの菌害回避説からは，少しもおかしい

ことではなく，当然ありうることとして理解できます。

というのは，この地方は昔から，マツの葉と球果は炊事

用の重要な燃料として，林内から，きれいにかき集める

習慣がありました。また，花崗岩地で，そのうえ，雨量

が日木でもまれに少ない地方であり，そのため，マツの

立枯病を回避するには好条件なのです。したがって，多

少の光線不足は，稚苗の発生・成立に致命的な害にはな

らないのです。

つまり，極端な陽樹であるマツの稚苗は，菌害さえな

ければ，かなり暗い所にでも発芽・成立するのです。こ

のことについては，文献（2）に発表済みですから，詳

しいことはここでは省きます。

3．カンパ，その他

裸地，火災跡地，火入地，火山爆発地に先駆的に侵入

-,-昂樹種として，エゾマツ，ハンノキ，カンパ，ヤマブー

ヲシ，カラマツ，……などが，これまで多くの人盈に

よって発表されています。このことは，現実をそのまま

素直に理解すれば，別に問題とならないはずです。それ

が，おかしいことに，どうして，このような先駆樹種が

侵入し，天然林が成立するのか，の根本的な解明は，従

来なかったのです。

しかし，菌害回避説によると明らかになります。つま

り，先駆樹種臓，罹病型で立枯病を回避できたためと考

えるのです。

もちろん，罹病型樹種以外で，これまで，先駆樹種と

されているものがあるかについては，今後，なお研究の

余地があります。

4．木曽五木林の分布

河田博士は木曽の天然林を調査して，興味ある報告

書〈4)を出されています。

これによりますと，ヒノキの天然林は例外もないほど

残獄土に立ち，また，サワラは寵積土に立っています。

そして，重積土にヒノキが立つことはありません。この

事実を,「全く自分(河田博士）には解けないナゾだ」と

くり返し述べて錆られます。

しかし，菌害回避説によりますと，いとも明解に理解

できるのです。それというのは，肥えた重積土は菌害多

発土でありますが，サワラは極端な回避型であり，重積

土でも稚苗の発生・成立が可能なのです。

これに対し，ヒノキは，やや罹病型で重積土では発

生・成立が困難なのです。

5．ヒメヤシャプシ林

立山国有林の弥陀が原一帯では，表圃土が厚く，有機
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質を含ふ，多湿である平坦部には各種の植物が存在して

い室す。しかし，ヒメヤシャプシば1本といえども見ら

れ童せん。これは，極端な罹病型のためです。

けれども，その平坦な弥陀が原の外周縁には，ヒメヤ

シ十プシ林があちらこちらに存在し童すcこれは，急斜

で無土壌地に近い岩石地であり，菌害を回避しえて成立

するためです《"。

考えられる。今後は，土壌，水分，光線，湿度，生物等

とくに更新上必要な条件を軽視することなく，さらに，

新しく菌害回避を重要な因子として付け加えて考える必

要がある」と。

以上の二論文の著者たちが，このように菌害回避説に

関心をもたれたのは，見かけの権威や根拠のない伝説に

しが承つかず，そして研究者としての熱情からくるもの

と思います。また，同時に，今日，このような気運が林

業・林学界に到来しての結果にもあるのでしょう。以上のように，従来，鰻も重視されていました陽光説

や土壊説で解けない部分が，菌害回避説で解ける場合が

あることがわかるでしょう。 Ⅵ、メモ事項抜粋

1．木材腐朽菌や苗畑子苗の立枯病の研究は，古くは北

島博士，その後，伊藤博士，佐藤邦彦博士，その他に

よって発展し叢した。しかし，天然更新と結びつけて

の研究はなされていませんでした。

2．天然更新糾究の新体制確立が急務です。特に，菌害

を中軸としたものであるべきですbしかし，菌研究者

が中軸という形ではありません。

3．天然更新に関する従来の説は，陽光，陰陽樹，火山

爆発，山火，虫害，植生遷移，雑草，土嬢などを軸と

したもので，根本的な菌害が欠けていましたく'0)。

4．従来の庇陰格子による陰陽樹別の子苗の枯死は陽光

趣による結果ではなく，実健，菌害による立粘れを誤

認したものです(1),“。

5．従来の樹種の陰・陽樹認定は全く科学的根拠がなく

信用がおけません｡(1),(2>したがって，今後，菌害の

起こらない状態にして，真の陽光要求量別に決定すべ

きです。

6．罹病型樹種と回避型樹種とを，それぞれ，強，中，

弱の三段階に分け，各樹種ごとにきめるとよいでしょ

う。

7．スギ，ヒノキは罹病型か，中間型か，また，回避型

が適当かについて研究の余地があります。

8従来の地表掻起しの度合いは，樹種（罹病型･･･回

避型）別に，差をつけて施行すると一段と更新施業上

有利でしェう。

9．擢病型樹種の天然林造成目的の処理として，溶地

化，または殺菌一一山焼，火炎放射，下層土露出，掻

起し,癖土の散布･客土,殺菌処理一一などが必要です。

10．罹病型樹種の成長適地は，その天然林成立地とは全

く逆の肥地です。したがって，その天然林跡への軽卒

な人工造林は必ず失敗します｡<皿),“》,“)たとえば，

カラマツ，エゾマツ，アカマツ，カンパ，ヤマナラシ，

（スギ)，（ヒノキ)。

11．罹病型樹種は，必ずしもヤセ地を好むものではあり

q

Ⅳ、菌害回避説の実例

スギ林,その他の林についての掻起し,掘取りの例は，

従来かなりたくさんあり震すので，ここでば省き室す。

アメリカでは，ダグラスファーの皆伐後に火入れをし

て天然更新を行なっています｡（6）また，アメリカでは-マ

ツ皆伐跡に飛行機でガソリンをまき，火入れ造林地栫え

をしています（嶺一三博士調。

な鯖，北海道地方で朧，ダケカバ林嘘ブルトーザーに

よる地表掻起しや，火入れによって更新しています｡《7’

戸、

V菌害回避説に注目した最近の著書

前田，宮川両氏(8)によりますと，「ブナ天然林内で，と

くに発生後1年間のうちに，稚樹のほとんどが枯死して

しまう原因としては,菌害が大きいように思う」と述べ，

また,｢かつて倉田は林地に発生した稚樹の枯損原因とし

て，立枯れ病を強調したが，今日的な問題として新たに

検討しなおしてゑる必要があるように思う｡」と書いて
あります。

そして，両氏は，ブナ稚苗の潰失原因を樹病学的な立

場から追及し,Cylindrocarpon,Fusarium,PhomopSiS

を検出しています。また，尾方氏(9〕は，わたくしの菌害

回避更新論〈')から，次の部分を引用掲載されています。

「倉田はある樹諏の天然林が成立し得たのは，各種の

条件がそれぞれ満足された結果であろうが，その中で

も，必要で，かつ股も重要因子は，その種苗が菌害を回

避し得るかどうかできまり，いかに他の条件が満足され

ていても，これを回避し得なければ全く成林しない。

カラマツ，ヒノキ，童ウヤマキは火山地帯に限られて

いることも，菌害回避はこのような地帯で容易であるた

めと考える。いずれにしても，今日まであまりにも，天

然更新は不確実な庇陰試験・択伐率，陽光率に依存し，

あるいは不十分な観察から導いた陰陽樹の概念を基とし

て取扱われたために大きな進歩も承られなかったものと

一
一

4
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本化されるものかという課題が残っています。

21．稚樹の発生，成立のための三要素（温度，水分，酸
素）と，成長のための六要素（前出三要素十炭酸ガス，

光，義分）をよく理解する必要があります。

つまり，天然更新の研究では，発生・成立の条件と成

長の条件とのちがいに注目することがたいせつです。特
に，蕊分の存在する土壌の肥溶程度と関係の深い菌の活
動，雑草の成長状態，成長抑制物質の多少と稚苗の成立
・消失に注目すべきです。

ません。ただ，稚苗（1年生）時代に，最も強敵であ

る立枯病を回避しうるヤセ地を求めて侵入・成立する

だけですb

l2．いったん，ヤセ地で稚苗を成立させた後，肥沃化す

れば，天然林施業として実用価値が大きいでしょう。

13．洞爺丸台風（昭和29.9）による倒木処理後の天然林

跡地では，天然更新が順調であり，逆に，むちゃな人

工造林地は失敗しています｡“〉

14．昇仙峡のアカマツ天然林の火災（昭和48.4）跡にア

カマツ人工造林をすると失敗するはずです。

15．前項の8－14を図式で表現すると次のようです。 Wl.おわりに
《

－

Hっh2

罹病型天然樹林成立

人工造林不適地

人工造林適地

罹病型天然樹林不成立

１
１

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
勺
払
⑰
』

ｈ
比
Ｈ
，
Ｈ

ｌ
く
く
Ｉ

高
高
高
高

樹
樹
樹
樹

部
部
部
部

端
端
端
．
端

上
下
上
下

一
一
一
一

比
比
怖
高
地
樹
セ
地
ヤ
肥

<1.0+Q

=1.0……･……

樹高ライン比較

16．罹病型でない回避型，または中・弱回避型樹種の天天然更新に関心をもち調査･研究に取り組んで30年
然林成立の韮礎的要件は，菌害回避によるよりも，雑余になります。その間，菌害回避説を発表し，今日も細
草との競争回避に関与することが多いようです。典と実験を続けています。
17．確病型先駆樹の天然林地は，窒素欠乏地（涛地）でところが，簸近，中堅の人びとにより地についた調査
あることが，立枯病菌の無菌地となり，同時に，成長・研究がされ，わたくしの説に注目する人も出てきまし
の早い樹苗を圧迫する草が繁茂せず，その結果，天然たので，わたくしの張り合いは深まってき霞した。これ
林の成立が可能になるとの見方もできます｡“〉こんをよいことに，さらに，一人でも多くの方がたに，菌害
なことから，菌害・雑草害の両回避説をまとめてN欠回避説を知ってもらい，今後の天然更新技術確立の参考
更新説として進めうるかもしれません。にと思った次第です。
18．最近の実験から，草と木のタネを同時挺混ぜてまけ何分，長年の分を，限られた字数で表現することは至
ぱ，ほとんど木は草に被圧されて消失してしまいま難で，不十分な部分が多いことば遺憾に思います。
す。しかし，ヤセ地であり，または，燐酸多肥で窒素そのうえ，実験部分は断定してよいとしても，菌害回
の影響をおさえれば，根粒樹木は多く残存成立する事避説は仮説であるため，調査部分や推定部分をおし進め
実がわかっています｡<'0〕 て，断定的表現を用いた部分があります。その分野の専

19．近年，成長抑制物質説(大山浪雄博士('7))が提起さ門家からは，きびしいご批判を賜わることもあろうと存
れたことによって，天然林の樹種交代の理論付けが発じます。

展されそうです。とはいうものの,結局は,従来のような研究方法では，
20．菌害回避説と成長抑制物質説とは，あくまで別個のいつまでたっても，天然更新技術が事実によって立証さ
ものなのか，あるいは，研究が進めば，結局は融合一れないことと察し，あえて，発表した次第です6

－13－
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この記事がいとぐちとなって，同学の士とともに考術」新しい天然更新技術，創文KK,1971

え，ともに話し合える機会が得られることになれば，こ（9）尾方信夫：ヒノキの新しい天然更新技術，同上書
のうえもない幸せです。⑩倉田益二郎：「桐の播種に関する基礎的研究(5)」稚

苗の菌害，日林誌，24巻6号，1942．

引用文献⑪倉田益二郎：神木仏木と杉林業地の成立，山林988
(1)倉田益二郎：菌害回避更新論，日林誌31巻1-2号号，1966.
1949. ⑫倉田益二郎：秋田スギ林の成立に関する研究（1－

(2)倉田益二郎・塚田和男：樹種別の稚苗罹病率（第24)，蒼林（秋田営林局）1966,1967．

報)，日林誌32巻7号，1950. ⑬倉田益二郎：スギ植栽の発展とスギ林業地の成立，

(3)倉田益二郎・小野孝司；リゾクトニア菌によるエゾ77回日林識，1966．

マツ稚苗の立枯について，67回日林識1957． “片山正英：歴代長官大いに語る，林業技術370号

(4)河田本：木曽山所感，林友会長野支部，1949.1973.

⑤倉田益二郎：立山ヤシャブシの高山地帯砂防植栽試⑮倉田益二郎：「桐の播種に関する基礎的研究(3)」実
験，日林講，1939. 用化試験，日林講，1942.

(6)四手井綱英：米国西北大平洋沿岸の針葉樹林を調査⑱岩川幹夫；木と草の混播について，緑化工技術l
して，山林1065号，1973.巻1号，1973.

(7)湊武』北海道の広葉樹，山林1065号，1973.⑰大山浪雄・森下義郎：さし木の理論と実際，地
(8)前田禎三・宮川清：「ブナの新しい天然更新技球出版KK,1972.

;､…･……………………．…，~.…….ﾊ…….….………………鋤…………･公…….……………､『

、
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一

〔指標植物ｼ'一ズその26〕が承られる｡常緑のｶｼのなかでは，ｲﾁｲガｼや蓼､＃
ﾅガガｼが,主として適潤な立地にあらわれるのに対；アカガシ

して,アカカシ罐,乾畦立地を中心に出現する樹麓：Q"〃℃"s
ということができる。》
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（｢林業」紙編集委員）
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ソ連の広さをよく知っている人にとってさえ，シベリ

アは真に無辺の土地である。ウラルから太平洋沿岸まで

飛行機で飛んでも7時間かかる。シベリアのタイガもま

た果てしない。

シベリア地域にほ，ソ連の森林地帯の4分の3以上に

あたる525百万haの森林があり，その木材保有量は6

百億m3で，ソ連の森林資源の5分の4である。総面積

1,.770万In2のシベリアの40%は森林専有地である。

森林の90％は針葉樹林で,そのうち，カラマツが47.3

％，マツが17.4％，シベリアスギがほぼ10％である。

シベリア全土には，林学的性質，産出高，樹脂の違いに

よって分類された80種以上の樹木が生えている。その

中には針葉樹11種類，モミ5種類，トドマツ6種類，

シラカバ17種類，ポプラ11種類がはいっている。

学者たちは，シベリアスギ,朝鮮スギ，シベリアモミ，

アヤンモミ，マツ，トドマッの林が最も産出量が多いと

考えている。シベリアでの"木材の収穫"は大きい｡森林

の年平均成長量は約63千万In8で,1ha当たり1.23m3

である。

シベリアからは毎年，1億nl3以上，つまり10億ルー

ブルの木材が調達されている。シベリアのタイガはソ連

の国民経済に，年間，4万4千トンの針葉樹の樹脂と5

百トンの薬品および技術原料，2万トンの皮なめし用樹

皮を供給している。

シベリアには樹木の豊富な場所とならんで，樹木の少

ない地域もある。現在，林学者たちはシベリアの森林の

生産性，繁茂状態,天然更新の動態,成長などの地理的，

生物学的法則性について研究している。これらの研究は

将来の林業を正しく組織するためにたいへんに重要だ。

なぜならば，シベリアは木材供給の中心地になりつつあ

るからだ。木材の供給源はソ連欧州地域からシベリアへ

どんどんと移動している。

シベリアの林業の特徴の概略をのべてみよう。

経済的価値は微食たるものだが，防風，侵食防止に役

カムチャトカ州木材の伐出し

だつ，北部タイガやツンドラ，嵐淋地の森林は木材の地

域需要を満たすためだけに利用されている。将来，こう

した場所の20～25％が森林地帯になると推定される。

中部タイガ地帯の森林は現在も将来も，シベリアの巨

大な工業の木材需要を満たす主要基地と考えられてい

る。クラスノヤルスク地方，イルクーツク州，トムスク

州，チュメン州，南ヤクーチャなど中部タイガ地帯の各

地は，若木保謎を行ないながら集中的伐採ができ，天然

の森林更新に恵まれた,強力な森林開発地となるだろう。

シベリアの南部タイガ地帯の森林の特徴はそれが3～

5種の樹木からなっており，天然の沃土が多く，したが

って，樹木の成長が早いことである。現在ここでは瀦木

林の代わりに，マツ，カラマツ，モミの造林地帯がつく

られている。

南部シベリア･タイガ地帯および針･広葉樹林帯では，

－15－



最適な森林専有面積を約30％にしなければならないし，

低山地森林地区ではそれを40～50％にしなければなら

ない。アルタイ地方，オムスク州，ノポシピルスク州，

クラスノヤルスク地方の林学者たちはこの課題に執勘に

とり組んでいる。このことはさらに，南部タイガ地帯が

まず第1に土地の乾燥が必要であるが，植付けをすれば

木材生産高が3～4倍になる地域であることとも関連し

ている。これがシベリアの森林の地理的特徴である。

ソ連の無尽蔵の森林資源は科学的で厳密な伐採計画に

よって保たれている。

シベリアでの伐採量は年を増加している。チニメン

州，トムスク州，イルクーツク州，クラスノヤルスク地

句

E

ｼベリア木材の伐出し

ク林業コンプレクスはこの部門での媛初

の工場･僻とな､った･ここではビスコー

ス・セル匡一ス，薄ボール紙が生産され

ている。新しいアムール．セルロース．

ボール紙コンビナートの生産施設が拡大

されている。

現在の5カ年計画（1971～1975年）で

は特に板材の生産に力が注がれている。

現在シベリアでは，板材の年間生産出

力22万～25万nl3で，生産性の高い般新

設備を装伽したいくつもの大企業が建設

されている。このような工場はすでに，

トムスク州,イルクーツク州,クラスノヤ

ルスク地方にある。製材工業における挽

材の生産の伸びのすぺては，近い将来シ

ベリアの森林地域で達成されるだろう。

シベリアでの製紙工業製品の生産高は

吉方nl3に識十為だろう、しかし，これ

一

プラーツク林業コンビナートの全景

《
一1975年までに6百万nl3に達するだろう。しかし，これ

はまだ序の口である。各部門を統合した新しい地域生産
コンプレクスの建設が日程にのぼっている。ブラーツク

林業コンプレクスの各種生産設術は間もなくすべてが完
成するし，ウスチ・イリム林業コンプレクスや他の新し

い製材，製紙，微生物工j腱の企業の建設が始まってい

る。これらの建設の結果，第9次5カ年計画の終了まで
にはシベリア地区で，ソ連で製造される製紙工業製品の

約20％が生産されるようになるだろう。次にはシベリ

ア木材の輸出が増加するだろう。現在，ソ連最大の木材

輸出港であるイガルカ港からは各国に向けて，120万nl3

の挽材と約150万In3の丸太が出荷されている。近い将

来，これらの数字は2倍に成長するだろう。

ここでふたたび林業の諸問題にもどらなければならな

い。将来の森林の生産性や椛成，商品化率は森林栽培の

成功に大いに関係してくる。ソ連は天然更新と人工造林

方，アルタイ地方では，輸送路の建設と木材の長距離輸

送を少なくするための木材加工生産設備の建設を平行し

て行なう，天然資源の総合的開発のおかげで，伐採量が

増加している。最近10年間に，戸シア共和国のヨーロッ

パ地域やウラルの森林の少ない地区での伐採量は17百万

nl8減少し，逆にシベリアでは28百万rn3増加した。こ

のような傾向の現われとしてはシベリアの木材加工生産

の発達がある。この同じ10年間にシベリアでは巨大な

ベニア板コンプレクスが作業を開始した。そのうちの一

つが，52千Xn3のベニア板を生産している，イルクーツ

ク州のバイカル・ベニア板コンビナートである。チュメ

ン州の古い都卜鑛リスクではさらに大きなベニア板コン

ビナートが建設中である。ヨーロッパ最大のブラーツク

林業コンプレクスタクラスノヤルスク製紙コンビナート
よ

が1960年から建設が続けられている。シベリアでは撚

りセルロースの生産の開発が行なわれている。プラーツ

、
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‘の量では世界一である。鮒24回ソ連共産党大会の指令

‘によると，1971～1975年に1,20mhaの土地でこれらの

作業が行なわれることになっている。そのうちのほぼ半

分はシベリアで行なわれるだろう。

ソ連では毎年230万～240万haの森林が伐採されて

いる。このような広さの森林地帯を人工的に作りだすた

めには巨大な労力と資金が必要であろう。したがって，

ソ連の林業は伐採地，焼跡地，特にシベリアのタイカの

天然更新を利用している。その結果，シベリアのタイガ

☆ ☆☆

‘1

1972年には，ソ連般高会議の決定〃自然保謹の今後の

改善と天然淡源の合理的利用の方法について〃が採択さ

れた。この文雷では，現在の〃科学技術進歩は自然とそ

の資源に対し注意深く接しなければならない〃と強調さ

れている。

シベリアの林学者たちはタイガの保護とソ連の森林資

源の合理的利用と再生産に関する偉大な仕事をしている

のである。

☆ ☆

‐

☆

☆

☆

☆

☆
曙、弱
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た。

銀座は7丁目のビヤホールで待ち合わせをした。ここ

は終戦後しばらく進駐軍が専用していたこともあって，

日本では珍しい飾りつけが目だつ･二階には落ち着いた

雰囲気のシ－1，もある。

ボーイがうやうやしく注文をとりに来る。店にとって

は古い大事なご常連なのである。

「中位でやりますか」といかにも慣れた調子で注文す

る。

「ここに決めたのはね」と大事な秘め事をもらすよ

うな素振りで「○時○○分に工場からタンクが届くのだ

よ。中のビールが落ち着き，エアー抜きが○○分ぐらい

かかるから，般初の○○杯はご遠慮するとして，そのあ

とからのが温度もちょうどよく最高にうまい」

まるで玉露の入れ方と同じ。

彼にいわせると銀座にビヤホールは数軒あるが，それ

ぞれタンクの届く時間が違うのでいちばんうまいビール

が提供される時間も違ってくるのだそうだ。したがって

時計をながめ，今の時間ならまずあそこの店にとび込ま

なくてば，となるのだ。

ビールをおいしく飲むには炭酸ガスと温度と自分の腹

具合が最高にマッチしなくてはならない。

炭酸ガスが抜けたビールなら飲まない方がよい。せい

ぜい植木にかけてやるぐらいなものだろう。

だからビールから泡が不必要に出ないよう極力気を付

け，また，注ぐ時には静かに，泡を立たせないよう気を

付けなくてはならない。これは生ビール，びんビールを

問わない。適温であるビールは，ゆっくり注いでも上部

に2割程度の泡が層をなす程度で，この表面をおおって

いる泡こそビールの生命といえよう。これが内部の炭酸

ガスの発散を押える役を果たすb

大事な泡があるうちに飲承干さなくてばせっかくの味

が飛んでしまう。そのためには3口ぐらいで飲承干せる

容器を選定すべきである。

ビヤホールに大小いろいろの容器がそろえてあるのは

そのためで，決して男性用，女性用のためにあるのでは

ない。その時のコンディションによりおのずから定まる

はずである。

ビールをなめるがごとく飲む人がいるが，こんな人に

はビールを飲ませたくない｡ビールがかわいそうである。

ここのボーイほ持ってきたビールをそ－つとテーブル

に瞳いた。トンと極くと炭酸ガスが一斉にジワッと浮か

びあがり，先生からお目玉を頂戴するからだ。

先生のご高説を聞いているうちに2杯目のビールが空

になった。

泡にまつわる

おもる

面白い話

。

いながきこうへい

稲垣康平

(林試・調査部広報課） Q

梅雨も明け，いよいよ本格的なピールシーズンの到来

である。女性のビール党もふえている昨今，われわれ上

戸ならずとも，あの黄金の泡立ちを風呂あがりにグッ.／

と飲承干す快感は誰しも同じであろう。

筆者は彼の「アカシアの大連」で周知の旧関東州，大

連の産，親父が現地で料亭を営んでいた関係もあり，子

供のころから中国人ボーイの目を盗んではチョイチョイ

失敬し，また戦後は，進駐軍関係（オフィサスクラブ）

で米国のありとあらゆる缶ビール（バドワイザー・シニ

リッツ・プルーリポン・レッドフオックスetc････)

を飲めるチャンスに恵まれた。

当時は若さも若し，それこそ毎晩浴びるほど飲んだも

のである。最近，昔懐しいヱピスピールがリバイバル調

で登場している。

夏バテを防ぐ意味でも，夏場は努めてビールを飲んで

いるが，特に黒玉（黒ビールに生玉子入り）を愛飲して

いる。

飲象飽きし夏の乱れや大肝

今夏もまた，バクダン軒で家族を悩ますことだろう。

3年ほど前に，ある研究員が技術指導のためカンボジ

ヤに出向したことがある。聞くところによると，かつて

の中国がそのごとく,彼の地も水には不自由し,水を飲む

には当時フランスからミネラルウォーターを買わねばな

らず，これがビールと同じコストで，どうせ飲むならと，

努めてビールを飲むことにしたそうである。全くもって

うらやましい限りである。

一

一
一

5

ビールといえば，すぐ思い出すご仁がいる。長身にロ

イド眼鏡，鋭い眼が光っているが，じっと見つめている

と，いたずらっぽくやさしい瞳を見いだすことのできる

ようなN先縦，英国風の紳士である。その彼が滅法ビー

ルが好きなのである。ある初夏の，そろそろビヤホール

に活気が見られてくるような，まだ日が高い夕方であつ
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「さあ行こう./」

事もなげに席を立つので戸惑いながらもついて行く。

「ビールは体を動かしながら飲むものだよ。そのため

には歌よく，踊りよし。わたくしは梯子することによっ

てエネルギーを発散させ，常に新鮮なビールを求めるの

だ」

なるほどと感心しながら次の店に飛び込む。

「いらっしゃい亥せ」

ボーイ，ウェイI､し久の笑顔が違う。お父さんのお帰

りといった感じである。

「樽のビールはどうしても激しく動かされてくるから

味が落ちる」

「つぎ足したりするとビールが撹はんされて味が台な
しになってしまう」

3杯目になっても全然テンポが変わらない。むしろ少
し早くなってきた様子。

60才に近い年齢を感じさせない康快な飲承つぶりだ。

負けじとばかり調子を合わせるが，日ごろの訓練不足

もあって，ついて行くのが精一杯である。

ビールの温度へと話が移る。

「人によっても多少違うが，適温というものがある。

8．Cぐらいがちょうどよいとか。とにかく出されてくる

のは適温だから，温度に変化がこないう‘らに飲みたま

え。そこを持ってはいけない」タンブラーを持つ手をた

しなめられた。ビールのはいっている部分を持ってはい
けないのだ。

「手の温度が伝わらないようにジョッキーには把手が

ついているが，このようなタンブラーの場合は，ビール

を温めないように上部のビールのない部分を持ちなさ

い。ビールびんを持つときも，レッテルの部分を持てば

熱の伝導がいくらか違う」

きびしい。唖然としながらも，ご高説を尊重しながら

お作法どおりに見習う。

「樽で残ったような，あたたまったビールはただで飲
ませればよいのだ。料金を取ろうなんてけしからん」

レストランもたまったものではないだろう。

「ぬるくなったビールにせっかくの冷たいビールを注
やから

いでまずいビールを飲む雛は，これまたけしからん」

と継ぎ足しの不合理性をここでも嘆く。

彼の手にかかったビールはキラキラと生きているよう
に見えるから楽しくなる。一口飲むたびに彼の目もラン

ランと負けずに輝きを増す。この琉珀色の美しい液体も
彼の胃袋にはいれば，まずもって膜すべしであろう。

2軒，3軒と息つく暇なく歩く。しゃべりかつ歩き，

快適な酔心地に外気の蒸し暑さも忘れてしまう。ビヤホ

－ルの梯子の真髄を肌で感じながら4軒目のドアをくぐ

る。

ここでも可愛いウェイトレスが「先生，先生｡ﾉ」とか

け寄って来る。

「どうしてこんなにもてるのですか」酔も手伝って遠

慮のない質問を浴びせる。

「年も年だし，ご覧のとおりの不男だし，皆警戒心を

抱かないんだよ」「実は，皆の身上相談に乗ってやって

いるんだ。結婚相談が得意でまとめた数もたいへんなも

んだ」

目を細めて，そこにはわが子に接するような雰囲気が

かもし出される。

とにかく楽しい，彼女たちも実の祖父に接するような

態度で何くれとなく，かいがいしく仕える態がほほえま
しい。

ラス1､前，喧騒は一段と高まる。力を入れてしゃべら

なくては聞こえない。

これがまた，血行をよくするのか，爽快な酔心地が続
く。

日本酒は4帖半，ビールはビヤホール。

ビヤホールの看板は早い。健康的である。考えてふる

と今日はほとんど食いものらしい食い物を食べていな

い。

近くの彼の行きつけの「おにぎり屋」に立ち寄る。お

か承さんも手慣れたもので，先生の夕食用のおにぎりが

出る。不思議なことにお銚子が1本出た。やはり日本人

だな－とつくづく感心する。

彼の日課も終わりをつげ，さわやかな気分で別れを告

げた。

泡がとりもつ縁が幸いし，改めてビールは生きもので

あることを深く教えていただいた。

「こんにちは毎度ありがとうございます」

酒屋さんの元気のよい掛声とともにチリリン，ビール

びんのふれ合うえもいわれぬ音が聞こえる。何かしらほ

っとした感じを抱くのはわたくしだけであろうか。
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によって行なわれる。そして半透性膜の両側に溶液と純

粋溶媒とをおいた場合にあらわれる圧力の差を浸透圧

(osmoticpressure)という。

a.浸透圧

浸透圧ほ溶液と溶媒との界面に生ずるものであって，

単独の溶液漣ついては架空のものであるので，植物生理

学ではしばしば浸透価(osmoticvalue)といういい表

わし方をし，気圧単位または浸透濃度で表わしてきた。

細胞液の浸透価（または浸透濃度）は細胞または組織

の搾汁の氷点降下度をBEcKMANNの装置を用いて測定

し，これから間接に算出することができる。また植物の

組胞ほ動物細胞と異なり，細胞膜で包まれる。細胞膜は

普通セルローズからなり，水はもちろん溶質に対して

も透過性を示すが，細胞質ことにその外層は原形質膜

(protoplasmicmembrane)とよばれ，透過があっても

長時間を要し，半透性と見なされる。普通の状態では内

部から膨圧(turgorpressure)が加わって，常に多少緊

張した状態を保っているが，これを水または低淡度の溶

液中に入れると浸透現象が起こり，水が中へ入ろうとす

る。高濃度溶液の中へ入れると水を奪われ，細胞質が収

縮し，ついには細胞膜より剥離する。この現象を原形質

分離(plasmolysiS)とよぶ。このとき外液と細胞質との

濃度ほ等しくなり，これを等張であるという。またこの

時のﾀ賊の濃度を原形質分離の限界濃度といい，この濃

度を知ることによって浸透圧がわかる。

細胞の吸水には細胞膜の抵抗が浸透圧以外腱作用する

ので，次式で示される。

Sz=Sz-W

WWS"HTdeficit)}製職SZ（suctionforce）

または

DPD=OP-WP

Sf=OP細胞内容の吸水力(細胞液の浸透価）

W=WP膜圧

しかし最近に至って水移動の問題は静力学的観点より

再検討されはじめ，水の潜在力(waterpotential)とし

て自由エネルギーを算出し，これを妙（プシー）によっ

て表現する｡'は膜圧Pと原形質液の浸透圧蒲(パイ）

の差として表わされる。前式と対照すると，

の==P一元一香 （て（ダウ）：マトリックスポテン

=WP-OP舞踊豐繍顎零灘雛
=-DPDnegligible)

の関係が生じ，吸水力が高いことは水のマイナスの自由
エネルギーが生じていることを示す2)。

葉および土壌中の水状態は熱電対を用いて電流差とし

て感受される8,皇）。また原形質分離法による浸透圧の測

－ －一-－－
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これから二回にわたって林木の水の問題を取り扱う。

V，水分生理

近ごろ都心には100m以上の高層建築が出現し，そ

の上層部にまで水が送られているので,100m以上もあ

るセコイヤ(Se9"oi""zdro"g"'zig"1"）やユーカリ

(Ez#"""sαがり“α"")の上部梢にまで水が上昇して

いるという事実は，われわれにとってさほど聴くべき現

象ではなくなったかもしれない。しかし生物体自身でこ

のような水の移動を行なっているのが木本植物にのゑ限

られることはやはり注目すべきことである。

静止している100mの水柱を仮定すれば基部に10気

圧加圧され，これに対して1気圧押し上げる力が加えら

れているとしても，樹木の頂端には－9気圧の負圧がか

かっていることになる。しかし，それを上昇するには水

の通過する樹体内の導管・仮導管の抵抗を考慮すると，

頂・基部の圧差が30気圧以上必要であるといわれる。こ

の水上昇を説明するのは水の凝集力説(theoryofco-

hesion)で，次のような内容のものである。すなわち

「水の上昇の原動力は葉の吸水力である。この吸水力

は葉面からの蒸散作用によって絶えず保たれる（葉の棚

状柔細胞の浸透圧《後述》はブナで20～40気圧，マン

グローブで205気圧に達し，また浸透圧には樹体組織間

で，根く下枝の葉く上方枝の業，という勾配があり，同

じ幹のなかでも，木部く髄・皮層，葉の内部でも，表

皮く孔辺細胞く海綿柔細胞く棚状柔細胞の順にならぶ)。

また毛細管内または材中では水分子が凝集力によって連

続していて著しい上方引上げの吸引力があって，細い水

柱は葉の負圧によって上方へ引き上げられる1)｡」

この説のなかには浸透圧，根による吸水，幹における

水の通蕊葉における水の排出などの一連の現象が含ま

れるので，以下項目別に説明することとする。

また,一般に水が細胞間で移動するとき,液状か水蒸気

として行動し，ある組織から他の組織への水の移動，ま

た一つの組織へ外界から水が移動する原理は第一に拡散

(diffUsion)により，水分含有量の高いものから接触す

る低いものへ移動するし，第二に水が組織や細胞へ入る

ときのように隔壁を通しての拡散である浸透"(osmosis)

I

《
〕

一
一

9
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定，搾汁液による間接法では組織構造上の障害をのぞく

ことができないので，一つの細胞群としての組織の水分

状態を示すには比較水分不足量(waterdeficit)または
比較含水鐙(relativewatercontent)を測ることがひ

とつの方法である。

新鮮な組織の生重量(freshweight)は,たとえば葉で

は気孔を通じて水が逃げ出しているから，必ずしも緊張

状態にあるとはいえない。新鮮な組織の一端を切り，5°

Cほどの低温に水の損失を防ぎながら，数時間水を加え

たのちに測った緊張状態の重箪(turgidweight)をはか

り，次式によって比較水分不足鎧(WD)を求める。

WD=tu畿鶚識崇辮窯論×100
（乾重最）

比較含水鎚は

100-WD=f鵠潟謎二淵謡職xlOO
となる5〕。

b.水の吸収

植物体の吸水は普通根系(rootsyStem)で行なわれる

が，地上系(shootsystem)が全然無関係であるのでな

く，地上部の葉の蒸散作用による負圧，童た幹中の流動

の抵抗が土壌の水潜在力とともに関係することは前に述

べたとおりである。

植物体における水流動の一連の様相は

｜騨繍舗尋翰鱈“伽＝妙8-ER

によって一括される0)。

根が吸水する時，土壌に直接接触する表皮細胞ならび

にその変形によって生じた根毛が吸水機能に重要な役を

なし，根毛の老若によって吸水に差が生ずる。根毛は根

の若い表皮細胞の外面が突出して成長したもので，これ

に土壌粒子が密着する。根毛の細胞膜の内部はセルロー

ズからなるが，外部はペクチン質（ペクチン酸石灰）で

粘質性であり，土壌粒子との密着を好都合にしている。

土壌水は吸湿水，毛管水，重力水，水蒸気などに分け

られるが，植物が生育につかえるのは主として毛管水，

重力水の一部である。土壌中の水は含水量の承で表示す

ると，植物の吸水と肱結ぴつか寵土壌の吸水力(water

potentialに相当するsuctionforce)によって表示され

る。水が植物体中へ土壌から吸収されるとすれば土壌水

のポテンシャルエネルギーは植物体の水のポテンシャル

エネルギーより潟くなくてはならない。前掲の数式をも
って表示すれば，

土壌においては

'=P-(3r+r)にてP=0
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当
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｡,7r,での相関(JARVIsandJARVIsによる）

上の曲線は‘(waterpotential)と土壌含水率との
相関，下の曲線嫁で(matricpotential)と土壌含

水率との相関，両曲線間の空間が元(Osmoticpo-

tential)を示す。〔単位：ジュール/hg]

1気圧＝101.3ジュール/k9(=1.013バール）
＝10.13ジュール/hg

（1バール＝10‘ダイン/Cm2=0.1ジュール/cm3)

．．．‘＝一("+z)となる7)。

根毛が土壌粒子間の空気中にあるときは根毛細胞は空

気中より水蒸気の形で吸収する。

吸われた水は，根毛→表皮→皮層→内皮→木部→導管

または仮導管へ送られる。この間順次吸水力が高まって

いることが必要であるが，内皮に至って急に低下する。

この現象を内皮低下(endodermisdepression)という。

内皮細胞内部での極性的浸透圧の差または原形質膜の一

方側だけの透過性によるものと考えられている。
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林・語・緑（19)"'"'1､‘‘’'‘,"1,",,,",‘,,,‘,,,"‘,,,,,,剛‘‘‘‘‘,,,‘‘‘"""'‘'‘'"唱 しても，自国の者と若干の異和感をいだいていた人も少

なくなか･った。

君のお父さんは結局両親の意志に従って彼女を断念

し，同郷の君のお母さんを嫁にもらったのだが，率直に

いって，僕の目から見ると，君のお母さんの方が，初恋

の娘さんよりも体格もよいし，性格もよかったし，別績

でもあったと思っている。

だから君のようないい青年が生まれたのだと思う。

君の両親の結婚についてね，君のお祖父さんから頼ま

れたので，当時営林署長であった僕が，地下足袋をすり

へらしながら，管内から捜しあてた娘さんが君のお母さ

んなのだから，いまだに若干の責任感が残っている。ど

うだ,夫婦仲ばよいだろう」というと，山官二世は，「そ

りゃご想像以上によいようで，いつもあてられていま

す」と笑う。

彼は「父の初恋の娘さんのことをもっと詳しく話して

くれませんか」と詰め寄って来た。

「そりゃ話してもよいが，彼女も同県人と結婚して平

和な家庭をつくっているので，その話はやめておこう。

掛け値なしに彼女よりも君のお母さんの方が君のお父さ

んのためによかったと確信しているよ。

君の両親が結婚した当時，君のお父さんに『いい嫁を

もらった，百万円の宝クジを引き当てたようなものだ』

と冷やかしたが，結婚後の生活を遠望していると，どう

も1千万円以上のプラスになっていろと思われる…･」

これ以上の話はしなかった。

3カ月ほどして，この青年がまたわたくしを訪ねて来

た。

彼いわく「郷里にかえって来ました。父と晩酌を交し

ながら，『東京で堀田さんを訪ね,父の初恋の話や，お祖

父さんが反対して父か落胆した話母と初恋の娘さんと

の比較論もきいたが，掛け値なしに母の側に軍配をあげ

ていましたよ．･･･』というと，一杯機嫌の父は『若いこ

ろに恋をしたのは一人や二人ではないが，結局堀田さん

のいうとおりお母さんが最高の女であったと思う・．．』

とエピス顔であり，そばでお酌をしていた母も悪い気持

ちがしなかったのか，うれしそうな顔でした。こんな話

をしたことがそんなに父や母を喜ばせるとは，予期もい

たしませんでした。ありがとうございました。また親孝

行のできるような昔話がありましたら，教えて下さい」

とわたくしに礼をいう。

重たいわく「わたくしは来年大学を卒業いたします。

自分の就職先は自分できめるよう努力いたしますが，ど

うしてもだめな時はお願いに上がりますから，その時は

どこか気をつけておいて下さい」と。

ある山官二世
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ほっ たしようじ

堀田正次

（三菱製紙K.K)

可

。

昔，営林局の同じ部室で机をならべていた友だちの子

供が訪ねて来た。

近所の喫茶店に案内して，コーヒーを飲承ながら対面

した。

彼いわく「わたくしは父のことをよい父であると尊敬

しておりますが，父と二人で一杯飲象ますと，必ず堀田

さんの話が出ます。父のいう堀田さんとはどういう人物

か会って承たくなったので，今日訪ねた次第です。時間

の許す限り父の若いころの話を聞かせてくれませんか」

という。

彼は初対面のわたくしに対して，少しもものおじした

ところはなく堂'1rたる態度に，わたくしの第一印象はよ

かった。

わたくしは，「いっしょに働いていたころの君のお父

さんは独身で，今の君の年配だったと思う。勤務時間中

は仕事に精を出して，よく働いていたが，遊ぶ方もおつ

き合いがよく，麻雀だというといやだといったこともな

く，野球だというと，すぐ準備するといったふうで『よ

く遊びよく働く』うえに，性格が日本晴れのようにカラ

ッとしていて好感のもてる青年であったので，同じ職場

の女性にもててね，女房持ちの僕には羨しかったよ。そ

のうち相思相愛の彼女ができたらしく，僕に相談にのっ

てくれといって来たよ。

僕は常識論をふりかざして，『まず君の両親の承諾を

うることが先決問題で，両親の承諾さえ得れば，結婚相

手としては，悪くないと思うが．・・・』といった言葉に従

って，君のお父さんは早速帰省してお祖父さんに話した

が，お祖父さんは『国の違う女を息子の嫁にすることは

断じて許さん。お前の嫁はこの国の娘を捜せ…･』とな

かなかの頑固ぶりを発揮されたらしい。

今ではそんなことはないと思うが，昔ば九州といって

も広くてね，旧藩時代の日向，薩摩，大隅肥前,肥後，

豊前，豊後，といった違った国のような意識が老人の中
に残っていて，他の国の人を異民族ほどではなかったと

一
」
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「どんな仕事をしたいのか」と尋ねると，彼いわく

「父の希望としては，公務員の試験をうけて，林野庁に

つとめてほしいようですが，わたくしも子供のころから

父の仕事を見ていますので，林野庁関係につとめること

はいやではありませんが，わたくしの鰻も望んでいるの

は，男一匹海外に雄飛して，思う存分働いてみたいと思

い菫す。幸いご覧のように，がんじょうな健康体ですの

で，大手水産会社への就職希望を学校に申し込んでおり

ますb父はわたくしの希望に対して，積極的に擬成して

くれません。どうすればいいでしょうか，ご意見を伺い

たい･･･」と相談を持ちかけて来た。

わたくしは「実は戦前の話だが，僕の弟は，兄が山の

仕事をするのなら，海へいくといって，水産識習所には

いり，卒業後大洋漁業に就職して目下中堅社員でいるの

で，水産のことは弟からいろいろときいている。また，

僕の友人の子供で親父と反対の水産の勉強している者も

いる。林業にしろ，漁業にしろ，いずれも男らしい仕事

だと思うが，広く海外に行くとすれば水産の方が機会が

多いかもしれない。学校に頼んでいる水産会社の方がだ

めなら，また相談に来たまえ。親の意見は耳を傾ける必

要はあるが，それに盲従する必要はない。自分の将来の

進むべき道は自分で決めるのがいちばんいいと思う。親

父の反対が強ければ，僕が漁業のPRをしてやるから．･

･･」といって彼と別れた。

それから4カ月ほど経過して，今度朧親子そろって訪

ねて来た。

父親は，「たったひとりの男の子を漁業会社に就職さ

せて遠洋漁業に行くようなことにでもなれば，われわれ

夫婦は，心配で，心が安まらないので，ぜひ息子の漁業

会社希望を思い止まるよう説得してほしい」と親の説得

力のないことを嘆く。

息子は「漁業会社の入社試験がだめであれば，父のい

うことをきいて，公務員試験も受けるし，試験に受から

なくとも林業関係の会社に就職するから，かねてからの

第一志望の受験のチャンスを与えてほしい」という。

親子の意見が平行線をたどって交わらないので，わた

くしが最後の決を下した。

「息子が一人前の信頼できる人物だと思うのなら，『老

いては子に従え』の教えに従って，息子の希望をかなえ

てやる方がいいと思う。航空機の発達に伴って，世界が

狭くなってきたので，アフリカや南米に遠洋漁業に出て

もいったん緩急あれば飛行機ですぐ帰って来られるし，

漁業も安全操業度がますます向上してきたので，親の心

配は杷憂にすぎないのではないか」と。

結局，父親は，「相談に来た以上，相談する人のいう

ことを聞くよりほか致し方ございません」と，元気はな

いが，息子の方は，「堀田さんは，父が口ぐせのように

いっていたとおりの人だった。これからは父同様，わた

くしもよろしくご指導のほどをお願いします」と元気ハ

ツラツである。

それから2カ月ほどたって，山官二世が来て，「第一

志望の漁業会社の試験もうまく運びまして無事入社が決

まりました。父も最後は案外ものわかりのよいところを

見せて，気持ちよく賛成してくれました。入社後は父の

若いころに負けないようがんばって，うんとかせいで，

父を喜ばせたいと考えております」と明るい表情で報告

とお礼をいって帰った。

この山官二世と面接すること4回になるが会うごとに

感ずることは，一世の若いころよりも人間のできがよさ

そうであると感じたので，親父に手紙でトンビがタカを

生んだようなもので，君の息子は立派だ，とほめてやる

と，それはあなたの過大評価で息子は決して立派ではな

いと返事を寄こして来る。

この4月，山官二世は漁業会社でどんな入社訓練を受

けているのか，ここ2～3カ月便りがない。

遠洋漁業に行く時は「ただいまから行って来ます･･

･･」と挨拶に来ることだろう。

ここ2～3年のうちに，この好青年にいい嫁の世話が

できるよう気をつけてやろうと空想しながら，この青年

が1日も早く遠洋漁業に出発することを期待している。
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ジベレリンの林木育種用登録について

最逓ジベレリンがスギ・ヒノキの花芽分化

ひいては結実の促准に役立つことが明らかと

なり，試験的の承ならず事業的にもひろく用

いられるようになりました。

従来ジベレリンは農業・園芸・果樹方面に

字として使われてきましたが，最逓の研究に

よって林業とくに林木育種の面から重要視さ

れてきました。

今回「ジベレリン協和」がスギ・ヒノキに

用途拡大して誉録され，林木育種協会がこれ

を一手に取り扱うことになりましたので，希

望者は本会あてお申し込ゑ下さい。

林木育種協会
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木の無償配布を行なうなど広く植林を呼びかけたのが久

万林業を発展させるきっかけとなったわけである。

栄範が和歌山の出身であった関係上，指導された造林

方法は，吉野林業をモデルにして，密植が行なわれ，通

直完満な大径材生産に意を注いだことから，現在のスギ

林には多数の吉野系統品種が導入されており，育林技術

も吉野林業方式を基礎にして発達し，現在の久万林業を

かたち作ったといってもよいだろう。

睡地域林業の育成策を考える

－その2－

久万林業
⑤

I久万町における林業構造改善の方向

このようにして，井部栄範によってつちかわれた造林

思想は，ながらく後世にひきつがれ発展してきたが，昭

和35年代にはいって農林漁業基本問題調査会の答申の

もとに，36年農業基本法，39年の林業基本法の制定など

もあって，新しい農林業の胎動が染られるようになって

きた。久万町でもこのような動きのなかで，昭和36年，

町独自で農林業構造改善方向の模索が開始された。

当初は農業の承の椛造改善を意識していたようである

が，久万町の産業構造からして，林業を主軸にすえるこ

となしには，久万町経済の安定は期しがたいことが明確

に意識され，農林業あわせての構造改善方向を探る総合

調査を地元，愛媛大学，県の協力のもとに実施した。

2カ年にわたる調査を経て画定された林業構造改善構

想ほおおむね次のとおりである。

（久万町における林業職造改善総合調査中間報告会

記録1962．9．1.）

1）地域林業の目標をスギー般建築材の大量，低コス

ト均質製品の生産販売に求める

2）副次的に良質材の長伐期小堂生産（主として上位

森林所有者階層を担い手とする）および磨丸太の生産加

工を行ない，素材の良質性をも追求する

3）素材生産流通，製品加工販売の組織化を育林の組

織化と併行しておこなう

4）育林生産の忽織化，技術均一化の追求，とくに地

域林業の計画化と中小経営者の組織化の主体を森林組合

の強化に求める

5）地域林業の目標を実現する育林保育の一般的基準

として，5,000～6,000本植栽集約枝打ち，多間伐によ

る小径均質材の量産を目ざすものとする

このような総合調査によって得られた基本構想がマス

タープランとなって，以後，農林業構造改善，山村振興

事業を順次うけとめることにより具体化されてゆくこと

になった。

イ第一次林業構造改善昭和39年指定40年より

事業実施

丘

にしや菫きよ糸

西山喜代美

(愛媛県久万出張所林業課）
一
、

l.久万林業のおいたち

主題雁はいるまえに，久万林業のおいたちに少しふれ
ておきたい。

久万林業地は，松山に接する三坂峠より,Vルートと

呼ばれる国道33号線に沿って高知県に至る，仁淀川と

肱川上流の小田町と合わせて，2町3村'63,926haの

林業地帯を呼称している。

この久万地方は，江戸時代には山林演源が蝿かであっ

たため，松山藩の宝庫といわれ，千古の美林がうっそう
として昼なお暗く茂っていた。

ちょうどそのころ,わが国では,王政復古の思潮が急速
に高まり，いままでの制度や習憤が改め廃止され，世の

ありさまはたえず激しく変わり，人盈の心は激しく勤揺

す-るなど，時の動きはまさに，賊閣変じて桑閲となり，

士族の邸宅もﾎ|煽園に変わる」激しさだっ･たのである。

そして久万地方もこの変動の波は高まり，新制度や新思

潮の受入れのため，財政的措霞として，また，その地の

財源として，森林の乱伐がつづき，四辺の山はぼうぼう

とした草山と化していった｡そのうえ,稲作の緑肥採集と
きりかえ

伐替畑の習慣のため,春ともなると山焼きを行なう,その

失火による延焼がたびかさなり，日増しに荒廃していっ

た。こうして,木材の生産が生業であった郡内の人盈は，

次第に生業を失い，住民は日増しにひどい貧乏に陥り，

苦しい生活をますます深めていったようである。

ちょうどこのころ，和歌山県から久万町菅生山大宝寺

の住職として来住した井部栄範が，当時の久万町におけ

る山野の荒廃と民生の疲幣を深く憂い，自然条件がスギ

の生育に適していることに着目して，明治5年より，自

らも植林を行なうとともに，付近の住民に対しても，苗

《
》
。

6
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ロ第一次林機追加事業昭和45年指定46年より

事業実施

ハ第二次林業機造改善昭和48年指定

以上の基礎調査に基づき，久万町での林業構造改善の

方向は，イ）山元段階･…スギ（ヒノキ）小径均質材の

大量生産，ロ）加工面…･スギ（ヒノキ）柱角均質製品

の大斌生産におき，また森林所有者(50ha以上）の良

質大径材生産を行なうことによって，優良材の生産地化

を図ることにしている。

この方向づけがきっかけとなり，上浮穴郡の町村，森

林組合’県出先機関の事務局で描成する上浮穴郡林業振

興協議会が推進母体となり，さらに県の出先機関久万林

業課AGによる育林技術体系が確立発表され，地域に普

及浸透をはかることになった。その目標は，伐期30年で

1ha2,000本で，長さ3m,10.5cm無節柱材1本より

2玉，材積にして400m8生産する。このためには植栽

本数5,500本とし,伐期までに泥枝打ちと4回の枝打ち，

ならびに3回の間伐を行なう，このような育林方式は多

数の4親模林家に普遍化浸透してきたが経営規模，保有

山林の立地，労働事情を考慮して漸次長伐期，優良大径

材生産を目漂に複厨林へ導く育林方式もとられており，

また一面これらの過程において人工絞り丸太の生産など

優良小角材の生産が展開されんとする現状にある。

以上歴史的背景，林業の方向の一部について述べてき

たが，少し現状と問題点にふれておきたい。

久万林業を代表する久万町の民有林は13,000ha,5

ち90％が10ha未満で，その大部分が農業と林業との

複合経営であること，人工林の齢級配置が2齢級以下

60％であることから綿密な計画と集約施業により，より

600｣久万町

500

八
mi河村

400

ｲ､I
300

200

100

戸

111a永満1～55～1010～2020～5050～100100~

所有規模別戸数ハ

高い収益をあげうる林業が考えられなければならない。

また，社会樵造の変化に伴う人工の流出は，久万林業地

帯にも波及し過疎化による労働力の減少，老齢化は社会

問題にまで発展してきた。人工林率80％にも及ぶ木材

生産増にどう対処するか，これに伴う市場の再編成，加

工，流通問題など，技術的にば篤林家で代表してきた林

業を地域へどうおろしてゆくか根本的に再検討すべきい

くつかの問題をかかげている。

このような林業事情,I問題点をもつ地域で,外材攻勢，

木材価格の低迷，産地間競争激化の熊かで，さらに優良

材の主産地形成とそのウエイトを高めるたいには，木

材関連産業としての経営，流通，加工と密着した総合的

な改善施策を打ち出さなければならない。

以下これらの育成策について述ぺてゑたい。

1．林業構造改善上からみた育成策

ア）小規模林業経営の改善

当地域は10～50ha層が中核的な生産活動林家であ

る。したがってこの階層に近づく可能性と意欲ある林家
を対象に規模拡大を促進する必要がある。そのために

は，森林の流通化に伴う斡旋機能の拡大を行なうため，

町村と森林組合が中心となった，林地保有合理化推進協

議会を設置し，情報の収集と対象山林の調査により，森
林の乱開発の防止を行ない,適格林家を選定して斡旋す
る。また，林業経営総合資金制度を創設して，山林の取

得，事後の造林保育，林道，作業道の費用負担等の円滑
を期す。

地域で蕊成絡付認定した’枝打技術士は350名，造材

技術士150名を組合労務班員として，優良材生産の特殊
技能者として雇用の機会を造出し，生産販売活動をす
すめ’いずれも森林組合の協業に誘導して所得の増大を
はかる。

イ）企業的林業経営と労働対策

20ha以上の層がこの範ちゅうに属するが，森林組合

の施設を活用することにより，機械施設と労働力の合理

的調達をはかる。また自己保有の労働力で完全雇用でき

ないものは，組合事業に吸収するなど，森林紐合と協調

することにより，地域全体の資本と労働力を有効に活用

することを助長する。

さらに抜本的な労働力を確保するためには，今後の林
業発展の方向に対応する，専業林業労務者を養成するた

めの職業訓練を実施する。これらの技能者を格付し，国

県において優遇措腫を識じる。

木材生産麓増大に対応するため，森林組合施業受託を
拡大し，広域組合を中心とした労働力の再編成を行な
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万人 2．林業生産の増大および林産物の質

的向上

ア）伐採計画

当地域の主伐可能材積は，漸増傾向に

あるが，反面，間伐対象林分が急増期に

はいっている。したがって林業生産増大

の見地から，今後10年間には,1,000ha

の間伐対象林から17,000m3の間伐材を

生産し，主伐材積78,000m3とあわせて

95,000m3の集材生産が見込まれるので，
103，．712人．

このためには，間伐促進の協同団地を設
134，604

]27,819’582,59‘定してha当たり20～30mの高密路網を

整備する。この密度では，林道間隔は
132，760

500m前後に短縮されるので通作が機動
83．699ゞ

化され，小型機械による全幹集材も可能

となる。さらに林内作業者を導入して，

いっそう，集運材の省力化と生産コスト

琳所要労を低減しうる間伐材の効果的な生産体系

8

7

6

５

｡

J】
4

町
町
村
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《

２

炉一

村
付

Ｉ

l Z 34（齢級）

短期5カ年間における齢級別年間平均（1年間)育林所要労
力推定量

の確立により，間伐木材を採算ベースに

のせることができる。

また，これにより従来道路から300m以内に限定され

がちであった優良材生産技術の導入範囲が大幅に拡大さ

れ’地域全域に対する優良材生産地化が確約される。

イ）造林計画

人工林率（85％）の増大に伴い，拡大造林の余地がな

いので，再造林が主体となる。造林面積は地域民有林面

積の2%1,000haとなるが，優良均質柱材，大径材生

産の目標を達成するためには，その目標にあった優良品

種の植栽が必要である。この優良品種の植栽なくして当

地域の林業の進展は考えられない。

新しい育林技術体系はこれらの品種によって支えられ

るものであり，集約な枝打，間伐，適正な密度管理はさ

らに林業の前進を約束してくれるものと信じる。

また’これらの実行を円滑にするためには，作業道の

整備，労務の組織化’機動力化を図ることがさらに要求

される。

人
30､000

久万町
25.000

小田町

美川村

而河村

柳谷村

20,000

15、000

10，000
二

一

七5，000

50 55 60 65年
二
・

今後15年間における伐採所要労力推定表

い，通年就労体制の確立を図り，あわせて国の失業保険

制度の適用化をすすめる。

広域林業圏による機械センターを設置し専門の林業労

務班の広域的に活動しうる体制をとり，高度な林業技術

を要する作業に従事せしめるとともに，一般林業労働者

に対する技術指灘をあわせて行なう。

地域に定着している労働力の再生産をはかるため研修

所をかねた，保養所，若年労働を対象とした娯楽施設等

を設置する。

3．林業の生産基盤の整備

現在民有林の全道路密度は,ha当たり9.6mでそのう

ち林道は3.4mしか役割を果たしていない。46年度を始

期とする林道開設5カ年計画では14.5mを目標として

いる。既述のごとく，地域の林業生産を合理化させるた

めには，既設および開設予定の林道を基幹に，作業道を

分岐開設し,ha当たり密度20～30mまで高.め，ざら

に，補助的な小規模作業道をタコ足状に開設して，こ;れ
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ら道路までの出材は，林内作業車をセットする仕組み，

あるいは，小型集材磯と林内作業車との組合せ方式にま

で，簡素化，省力化する必要がある。

事業主体は町村，または森林組合とし，町村単位の事

業とする。地元に林道組合を設立して事業主体との連け

いを密にし，維持管理に万全を期すべきである。

セカンドハウス，街路樹の支柱，集成称木材工芸品

6．育林施業体系

次に示すとおり，地域における木材牛産量はこのまま

推移すると,20年後には2.5倍から最高7.5倍に増大す

るが，30年後には順次下降線をたどる見込みである。

恥
600

I
4．林業経営の集団化

林業生産のウエイトが高く，こんごの林業生産，経営

を合理化するうえで，重要な集落を選定し，これを協業

団地として生産の中核基地とする。この団地は局地的に

協業施業計画を樹立するモデルとして将来地域内に波及

する。

団地は面積おおむね200ha,1町村内に5団地程度設

定する。計画ほ森林組合の指導により団地内林家が自主

的に協議し，植栽，保育，伐採搬出，間伐，特殊林産物

栽培等の施業5カ年計画を樹立する。また，これを実行

するに必要な高密路網計画や資本装備の整備，労務の調

達と就労計画，森林組合事業との連けい調整等具体的計

画を団地の実情に即した課題をとりあげて総合的に樹立

する。実行は運営協議会の合議で行なうものとする。

、

付柳谷

獅
剰
町
村

400~■

小田、町
村面河

200

5．高生産林業の展開

林業の特質は長期間の投資と生産期間が必要であり，

これらの欠点を少しでも是正してゆくことこそ今後の林

業の大きな課題である。しかし，経済的行為の林業とし

ては直ちに生産期間を半分にしたり，材積を2倍にする

ことは，商品生産林業の立場から困難に近い，しかしな

がら，金員収穫を2倍またはそれ以上にすることは，経

営管理のしかたによっては可能である。

最近における低質材の売行不振と価格の下落は大きい

ものがある。この反面,良質材の価格は依然として高く，

スギは一等材の2.5～3.0倍，ヒノキは3.5～5.0倍が

一般の常識となっている。

これまで木材の需要は年,を増大しているが，将来とも

同じように増大するとはいえない。木材の使われ方は時

代とともに狭くなるからで，需要減退が予想されるもの

に，パルプ材，椛造材があげられている。また，林業の

生産性からも，需要の動向からも，内装材への移向が予

測される。林業の生産性を高めるためにも，高生産性林

業を提唱したい。

高生産林業と目されるものに下記のものがある。

（イ）優良材･･･…磨丸太，無節柱材，大径材，有節

材，優良広葉樹

（ロ）間伐材の利用

48～5055606570758085年

木材伐採収稚長期見通し（齢級別面積構成より算定）

林業の理想である法正林への移向努力ば必要とするも

困難な場合が多い。また,これらの生産量の増大に伴い，

伐採搬出，造林保育の労力をどうするか，大きな問題を

かかえている。一部の二段林作業を除き現在地域ですす

めてきた皆伐作業は，地力の減退，自然保護への逆行も

さることながら，この皆伐作業によりもたらすものは，

多くの過重労働力であり，ひいては商品生産林業への危

機すら考えざるをえない。量から質へさらにプラス内装

材へ転換しようとする将来の展望から，わたくしは久万

林業のこれからの方向として，皆伐作業の不利を改め，

新しい非皆伐更新による，より収益の高い経営へ脱皮す

ることを提言したい。そのためには，現在の育林技術体

系と併行した新しい生産施業体系の確立が必要となる。

一

才

a

7．木材の生産加工と流通

当地域の木材は素材生産量の35％が郡内の製材工場

へ，残り65％のうち8割が松山方面の製材工場または

原木市場へ，1割が新居浜を主とする県内に向けられて

いるが，現在までの久万産材に対する評価は高かったが

産地側としては，このような久万材を分散することな
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ロ）観光農林業の開拓と整備

ハ）環境整備，就業改善，所得の向上

(4)農林工業導入促進事業

イ）木材総合団地の形成

ロ）小規模工業の導入

く，山元で集稜販売することにより，高い価格の実現を

図るため'現在木材業,製材業共同経営による原木市場

さらに町村，森林組合提擁の久万山木材市場が設置さ

れ，久万産材の声価向上に一役かっているが，地域振興

の立場から森林組合を中心とした，木材製材業者蔵ど生

産者グループによぉ久万山銘木製材品センターが設置さ

れ，木材加工，流通分野の新しい開拓を図らんとしてい

る。

このような製品センターと併合して，久万材流通の再

編方向が摸索され，昨年’0月における久万林業まつり

に出品された,セカンドハウス｢新緑｣,さらにFIC構

想による，福島県東白川村，静岡県竜山村と久万町森林

組合を部材供給者とした木材直売方式が検討されてき

た。その後の発展は承られないが，新しい流通の胎動で

あることは間遮ない。

これらの樵想を主軸とした農林工業導入，木材工業団

地作りが久万町において進められている。

林業が第一次産業として国民に木材の供給とその自然

への恩恵をあたえてきたが，他産業とくらべその所得は

まことに低い。木材生産の場としてこれらの所得格差を

なくするためにも，第二次的な木材加工，部材加工が実

施されなければならないし，素材生産から，加工販売ま

で，森林組合を中心とした流れのなかで，林業への利益

追従をなしとげねばならないと考える。

大規模林業圏における林道の開発は，四国循環鉄道の

建設，一般国道，地方道の整備などに加えて，四国8の

字型循環自動車道等の建設の段階から実施の段階にはい

り，大規模中核林道の建設とあいまって，新しい交通運

輸のネッ1,ワークが形成される。よって，これらの林道

網の整備と資本装備の高度化は，高率的な生産整備によ

り林産物の生産拡大がなされ，同時に関連する流通体制

作りにより，木材関連工業の体質強化が行なわれ，県内

主要林業生産圏域として，生産性の高い林業展開の場と

なるものと考える。

木材工業団地作りは，広域森林題合の素材生産量増大

の安定供給のなかで，面積1haの貯木能力36,000ms

の機能をもつ森林組合系統市場をストックポイントと

し，林家側と製材工場と円滑なるタイアップのもとに工

誰団地として発展するものと考える。

木材流通センターは，均質，大量，大型の需要構造の

中でこれらに対応できうる生産販売体制の確立が急務で

あるが，急速に巨大化する住宅産業への10数年後に増

大する優良材の大量供給基地として期待が大きい。

自然休獲林整備事業は，国民保健休養の場として，大

規模林業圏森林レクリエーションの整備は，森林の高度

かつ多角的利用がすす象，レクリエーション地区は，国

民，郡民憩いの場として有効利用が行なわれ，観光と結

びついた農林業の展開により，地域の社会経済発展に重

要な役割を果たすものと考える。

地域における林業構造改善事業は，一次が全地域（5

カ町村）完了,第二次が三カ町村指定され,実施段階には

いっている｡この事業中,林業経営の規模拡大は企業的林

業への転回であり，集団協業の推進ならびに，資本装備

の高度化率業は，労働力の減少対策として，また，林莱

近代化の道であると信じる。また，林道網の整備拡充は

林業経営の成否を決するといっても過言ではなかろう。

このような国の施策と大きなつながりのなかで，地域

林業の大きな展開がなしとげられなければならない林業

の特質から，林業は地域行政の中でとかく等閑視されが

ちであるが，国，県，町村，さらに森林組合が一体とな

った補完鰄訓lの確立のもとに将来の展望にたった，林業

を推進することこそ林業関係者に課せられた責務である

ことをここに銘記しておきたい。

や

『

一
』

8．地域林業振興の展望

国においては，林業をめぐる諸情勢の急激な変化に即

応した各種の施策がすすめられているが，当地域にもこ

れの施策に順応した各種の事業が実施され地域振興の一

翼をになっている。以下その内容にふれておきたい。 《
一
心

記

(1)四国西南山地，大規模林業圏開発計画によるもの

イ）林業開発基地作り

ロ）大規模，中核林道の開設

ハ）木材工業団地作り

二）木材流通センターの設置

ホ）森林レクリエーションエリアの整備

(2)林業椛造改善事業によるもの

イ）高度集約施業団地の設置

ロ）高密路網林道の開設

ハ）資本装備の高度化

二）協業促進

(3)自然休韮林整伽事業によるもの

イ）自然保護育成事業の実施

目
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九州における木材

園大工・工務店に

需要動向調査

関する調査■

鎚
口

りゆう

龍
霊
山

じ
一

一

I

熊本営林院計事業部）（

の

はじめに

九州における1971年の木材需要量は，1965年に比べ約

21％の伸びを示している。

この増加量のおもなものは，製材。チップ用で，109

万In3"総伸び率の56%を占めている。

‐一方，外材は，表－1で示すとおり348％と急増して

いる。また，この伸びのうち65％は製材用であり，製

材資材の約40％ば外材によってまかなわれている。

九州の承ならず，全国的にぶても，外材の輸入，木材

代替品の進出プレハブ住宅の躍進，また建築工法の変

化などと，木材需要は大きな変遷期を迎えようとしてい

る。

昨年大分県木材青壮年連合会において実施した住宅意

材の潜在需要，消費者の嗜好性などをさぐることによ

り，販売業務の円滑化をはかることを目的とし，以下の

調査を行なったものである。

ここに概要を報告し，参考に供する次第である。

一色

1．調査のあらまし

九州各県（沖縄県を除く）の職業別電話帳に登載され

ている大工・工務店5,588軒を対象とし，このなかから

1,000軒を無作為に抽出した。

なお，建設業で建築業を兼ねている店，ならびに電話

未加入店も数多いと考えられるが，今回はそれらの店が

対象からはずされたことはやむをえないことであった。

調査項目は，営林局利用課職員でフリー1,-キングを

行ない120～130設問事項を設け,KJ法により，アン

ケート設問13問を設定した。

調査機関は，九州各県の木材青壮年会の木材に関する

知識と機動力を活用することとし，九州木材青壮年連合

会に一括して委託した。

調査は昭和48年1月に実施した。調査数1,000軒に対

するアンケートの回収率は76％であった。

なお，未回収の大部分は，転業，出嫁，廃業などによ

る。

識調査では，内地材を使い

家を建てたいという人が66

％を占めている。これは住

宅ローンの融資緩和，その

他の諸要因による住宅建築

ブームの方向が，居住性の

建築から，優雅さを求める

建築へと指向しつつあるひ

とつのあらわれではなかろ

うか。また住宅を建てる場

合の消費者（家を建てる

人，家を建てたい人）の住

宅に関する相談は大工・工

務店という人が“％ある。

このことは大工・工務店の

意向により，建築内容が変

化することを示している。

熊本営林局としては，こ

ういづたこと漣踏まえなが

ら，九州に溶ける木材需要
の傾向，木材流通の姿，木

圖鼎塵：
単位万Xn8聾|:ド

－
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2．調査内容の分析

この調査は，職業，営業形態,営業内容,年間建築数，

地域区分の5項目に分類し，調査を行なった。

この結果，大工は個人営業が94％で大多数を占めて

いるが，工務店は半数に近い48％の店が，会社組織で

ある。

年間建築数は5～15戸（月平均1戸程度）が全体の67

％を占めている。またプレハブ施行店は全体から見れば

3％にすぎないが，31戸以上が36％と目だっている。
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九州の木材需要最の対比 問1住宅を依頼する人は，どんな構造が多いですか
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弘
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3

ｵに対・
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画

ど
ち
ら
で
も

よ
い
％６１
』

上と

1

外材を使って
ほしい4％

一
里

消澱者（家を建てる人）の大多数が木造建築を希望し

ていることがわかる。また，福岡，佐賀，長崎県の北九

州地区は，木造2階建を希望する人が約半数であるのに

対し，鹿児島，宮崎県の南九州地区では70％近くが，

木造平屋建を希望している。このことは九州を南北に分

けた特異なケースとして注目される。

大分県木青連調査

木材以外2％

問2木造住宅を建てる人は，木材についての知識は

いかがですか

木材の知識は，よく知っているとの答えが15％，だい

たい知っているが，61％となっている。木造住宅を希

望する人は，それなりに，木材に関する知識を吸収した

うえで，建築を依頼するものと思われる。

I"4''まったく知らない2％

てよ、
いく

る知15％
つ

△
÷

の

知ま
らり
22な
％い

･つ

らり

22な
％い

腰

大分県木材青壮年連合会の行なった住宅意識調査で，

「どんな木材を使いたいと思いますか。」という問いに

対し上図のような回答を得ている。このことは本調査と

も，ほぼ一致するものであり，九州における内地材の需

要は根強いものがあることがわかる。

問2

木材知識 《
守

だいたい知っている

61％

問4木造住宅を建てるとき，柱材は何がいちばん多

いですか

米ツガ柱の使用率の高い県は福岡,大分,熊本が多く，

鹿児島，佐賀県では10％程度どなっている。

スギ芯さり柱（割柱）の使用率は17％と全体的に低

調であるが，県別に見て宮崎県については54％と大き

い数値を示しており，従来からの割柱の使用が現在まで

引きつづいているものと考えられる。

問3木造住宅を建てる人は，建築材について，どん

な注文をつけられますか

外材を使ってほしい，がわずか･4％ということは一考

に値する。このことは内地材に対する欲求が大きいと考

えてもよいと思われる反面「好象」といったものとの相

関もあろう。
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問5

か

I二巳 〃

望しますか」という問いであり，また同調査の「木造住

宅を造る場合に，あなたがいちばん鱈困りの点は」の答

えは，適当な土地がない15％・資金問題32％となって

いる。このことは希望と現実とのギャップをあらわして

いる。

内部造作材は，どういうものが多く使われます

内地材47％・外材48％とその使用率は同程度である

が，これを地域別に見れば，宮崎，鹿児島の南九州およ

び佐賀，長崎県は内地材，福岡，大分，熊本の3県は外

材の使用率が高くなっていて，柱材の使用傾向と一致し

ている。

集成材の使用ば3％と九州各県とも低調だが，今後の

需要開発が問題となろう。

問9内地材のよさが再認識されていますが，木造住

宅を建てる人に内地材をすすめるとき，次のうちど

れをいちばんよく説明（強調）されますか

日本古来の木造建築の美が認識され，天然美・木の香

・光沢，日本の風土に適合,耐久性,ということが大工・

工務店で強調されていることは注目に値する。．

収縮が少
ない3％

問6木造住宅を建てるとき，木材の購入先はどこか

らですか

製材工場，木材店（木材センター，木材問屋を含む）

を購入先とする店が96％となっている。

製材工場が販売店を兼ねており，大工．工務店ば製材

工場と直接取引を行ない，木材の入手をしているものと

考えられる。

－

’

％

耐
久
力
が
あ
る
弧

ー

p

問 9
内地材をすす
める場合の強
鯛点

問
内地1
めるj
鯛点

問7木造住宅に内地材を使うと，どんな点でお困り

ですか

「価格が高い」が51％と圧倒的に多かったが，これ

は昨年の木材価格の高騰が尾を引いているものと思われ

る。同質材が量的にそろえにくい(20％)，節が多い(16

％)，でき上がりの見栄えが悪い（9％）とあった。

調点

動

日本の風土に
適している
30%

〆
〃
、
い

虫
な 鰯><

〆

くされ力

ない2％
問8あなだの建てられた木造住宅の建坪は，どれが

多いですか

大分県木材青壮年会の調査した住宅意識調査と対比し
U■噌冨

てゑても25～3Q坪が多く，九州においての建坪は25坪

前後が特に多くなっている。しかし大分県木材青壮年会

の調査で35～40坪が29％もあるということは，その調

査項目が「家を建てるとして，どのくらいの大きさを希

問10木造住宅を建てる人に，外材をすすめるとき，

次のうちどれを説明しますか

間7では内地材の価格が問題とき沁問9,では内地材

のよさが，光沢・香りの面で弦調されているが，問10で

は外材のよさとして，無節・価格が安いという面で，特

に説明されている。
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問1と問8との関係その他3％
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むすび

今回の大工・工務店を対象に実施した本調査では，九

州各県における木材需要の動向が,大工・工務店を通じ

た形として把握された。

住宅依頼者は各地域ごとにある程度の差はあるもの

の，だいたいにおいて25坪前後の住宅を希望している

し，構造材は内地材・外材とも大差のない需要が考えら

れる。

特に柱材の使用状況は，内地材においてはスギ柱を主

体としており，ヒノキ柱の使用率は案外少ない。これば

ヒノキ柱については，九州外にむけて移出されているこ

とを裏づけしている。

製材品の流通は，製材工場より必要量を直接購入する

形態が多く，建築需要に応じて荷動きの傾向が強くなっ

ている。また,九州の木造住宅建築数は1970年で78,225

戸となっており，今回調査の大工・工務店数5,588軒か

ら見ても年間約14戸（1軒当たり）となる。

これは，このアンケートでも大工・工務店が建築する

戸数は15戸下76％でほぼ一致する数値である。

以上，本調査に関する概要分析を述べてきたが,本資

料を基にして，いろいろな角度からの分析,さらに発展

的な調査も可能であろう。基礎的な調査であるが，木材

需要の動向を把握するための参考資料として利用してい

ただき，いくらかなりとも役だでば幸いである。

、

－

問11木質系のプレハブ住宅が進出していますが．ど

う考えられますか

伸びる，伸びない，わからない，に3等分された回答

に終わっているが，実際大工・工務店ともこれらの先

行き予想はむずかしく，迷っているものと思われる。

伸びないと答えた地域では，外材の使用率の低い佐

賀，鹿児島がそれぞれ53％・40％の割でプレハブ住宅

の伸びを否定している。

問12木材住宅を建てるとき,一般的に考えて内地材

を使うのと，外材を使うのでは，建築価格（坪当た

り）にどのくらいの差がありますか

この間では，1万円24％，2万円33％，3万円19％

と76％におよぶものが3万円以下の格差で回答してい

る。

地域別では佐賀・長崎・宮崎県は1万円台の格差とし

たものが多く，福岡・熊本県は2～3万円の格差がある

としたものが多くなっている。

今

己

ツウバイブォ

問13いま2×4という工法が話題になっています

が

わからないと答えた店が63％を占めている。このこ

とは，九州における建築工法は在来工法が多いことを示

している。新工法の導入は非常にむずかしい問題があり

そうである。

《
１

問1と問8との関係

住宅建築依頼者の構造と建坪との関係について

木造平屋建および2階建住宅を依頼する人は，25坪の

広さが多く，増改築を希望する住宅は20坪が42％と多

くなっている。
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調査地（津南町，スギ48年生）では，巣内の植付本数

は4～5本が多く，巣内の苗間距離は1xn前後が普通で

ある。

巣内の樹高をふるに，樹高臓上層林冠を形成する木

と，下層林冠を形成する木とにわかれ,上層木は10～15

Xn)下層木は5～8mで，根元曲がりは巣の中心となる

優勢木は小さく，外側の劣勢木は大きい。

雪害本数は，巣植えが27％で普通植えの33％より低

く，また普通植えは重傷被害が多いが，巣植えは軽症で

あった。現存本数は1ha当たり巣植えが1,300*,普

通植えが800本と，巣植えの方が安定している。とにか

く，巣植えば雪害に強いことが実証されている。

木材寸度の一推定法

職業訓練大今田淳一

木材工業N0.3181973年7月P22～23

■

生産現場における水分管理のむずかしさは，木材固有

の性質以外に生産過程から，一定の流通過程を経て利用

される段階童でを含んだ，広汎で複雑な条件に支配され

ていることによる。中でも家具・建具などを加工する際

の寸度規制については，比較的高い寸度精度が要求され

ているが，寸度規制の決め手のないのが実情である。

そこで，筆者は，寸度変化の推定方法について，既往

のデータあるいば直接現場で得られたデータを図式化

し，これを利用して寸度変化を予測しようと試みたもの

である。

使用材種について，その材の外周条件の変動にともな

う含水率の変化によって，どのくらい寸度が変わるか

を，寸度の変化蛍で推定するための「寸度換算モノグラ

フ」をつくる。縦軸ははじめの含水率と変化したのちの

含水率との差を,横軸には木材の寸度をとり，目盛のとり

方によって1mmから90cmまで読める。この図に当

該樹種の平均収縮率にもとづく直線を求めてこの関係を

推定するわけである。これをもとに，「年輪斜向角によ

る寸度換算モノグラフ」を用いて，任意の年輪斜向角を

もつ場合についても推定できるように工夫されている。

北ドイツの林政の方向

農大島田錦蔵

林経協月報No.1411973年6月P18～25

北ドイツのノルトライン・ヴェストファーレン州の森

林法（1969年改正）の紹介である。北ドイツは自由尊重

の林業行政から,戦後は,南ドイツが従来とってきた林業

経営と監督を強化する林業行政に変わってきた。中でも

ノルトライン．ヴーストファーレン州の森林法は，基調

は指導と監督にあっても，おのずから近代色が盛り込ま

れており,代表的立法として専門家にも認められている。

休菱のための入林に関する制度，林業経営規正に関す

る制度，林分の維持拡張に関する制度，経営結合に関す

る制度，国(州)有林および公有林に関する制度，林務官

庁組織にわけて，その要点が説明されているが，その中

から興味ある点を抜きだして象ると。原則として休養の

ために入林することはだれでも自由であるとしている。

つまり一般人に対して休養のための入林の機会をなるべ

く広く享受させ，森林所有者の側からの入林封鎖を最低

限に抑えるようにしており，またこのことによって生ず

る森林被害を政府の責任で補償しようとしている政策意
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見直したい巣植造林

林専技田中公喜

林業新潟No.2451973年6月P6～7

湿雪が多趣に降る本県では，雪害が多く，地拾えや雪

起こしなどの手入れによけいな労力と経費がかかってい

る。そこで，雪害などによる損失を防ぐために，従来か

らよいといわれている巣植えによる造林方法について調

査し，巣植え造林を再評価したという報告である。
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図は注目される。また全森林所有種別を包含した林務行

政区分（林区）が定められ，各林区に営林署童たは農業

会議所林務所がおかれて経営の指導と監督にあたってい

る。

特集・九州の木材需要をさぐる

熊本営林局企画官室

暖帯林N⑥､3231973年6月P10～29

熊本営林局で行なった九州七県の大工・工務店への

(1,000人）「住宅建築を依頼する人は，どんな構造が多

いですか」というアンケート調査の報告である。

その中からいくつかを拾しうて承ると，

マイホームは木造平屋（45％）か木造二階で（45％)，

4DK(24%),5DK(38%),6DK(25%)が多い。

建築材への注文は構造材には内地材を希望する人が多く

(46％)，内部造作材は内地材（47％）と外材“％）が

ほぼ同じである。内地材を使う場合に困る点は，価格が

高い（51％）こと，しかし内地材と外材との建築価格は

坪当たり2万円程度の差で(33％),一般に考えられてい

るほど内地材臓高くない。

基礎的な調査ながら，木材需要の動向を把握し，今後

の販売業務をすすめるうえに貴重な参考資料になったと

している。

林野火災の空中消火試験

林野庁和田喜由

グリーンエイジ23～51973年5月P29～31

近時，森林がレクリエーション的利用の場として使用

されるようになり，奥地の林野火災が増加しているが，

消火活動の困難な林野火災，山村人口の流出による消防

力の低下とあい堂って，航空機による空中消火技術の確

立とこれの実用化が強く要請されている。

機速が自在で，小回りがきき，とくに空中から火点目

標に対する適確な投射が容易な自衛隊ヘリコプターによ

って，消防庁，防衛庁，林野庁および研究機関が一体と

なって林野火災の空中消火方法の完成をめざして試験が

行なわれている。本誌には，岡山県蒜山高原で行なった

試験経過が報告されている。

試験結果について，飛行条件,散布機械,吊下げ作業，

散布量の測定などについて述べられているが，野外試験

が12回も行なわれたとはいえ，効果的な消火作業を行な

うための組織，体制づくりおよび使用諸機賊の完全な調

整がなお必要であるとしている。

林地の転売，開発転用の実態と今後の動向

山形県林政課

山形県・林務だよりNo.1961973年6月P1

最近激しくなってきた土地開発ほ，その対象が農地法

や保安林等のような法的規制のない普通林に向けられ，

思うがま霞に開発されようとしている。

そこで県では44年から47年までの林地の転売，転用の

実態と，それによってひき起こされた問題，ならびに今

後転用が予想される林地について調査を行なったもので

ある。

林地から他へ転用されたものは8年間で2,241件，

5,400ha,また他から林地へ転用されたものは37289件，

1,580haで，山あいの田畑や放牧採草地に変わった。

買い受け地については，一件当たりの面積の大きいもの

は県ﾀ賭でゴルフ場やスキー場の造成に向けられてお

り，開発によっておきた被害は土石の採取によるものが

多い。今後の問題として森林のもつ公益的機能をそこな

わない方式を開発しなければならない。

シイタケ栽培特集号

林業あいちNo.2211973年6月P2～7

「もうけるシイタケ栽培をめざすあなたにおくる」特

集である。特集1で異色の秋山式栽培法を紹介し，特集

2でその問題点を考え，特集3で総合的見地から栽培技

術の選択について検討し，特集4で原木問題に対する提

案を行なっている。

oOO
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フィンランド共和国の林業

付，ソ連邦の増大する紙生産

東ドイツの林業雑誌DiesozialistischeForstwirt-

schaft(1973,4月号）は〃国際展望〃と題して2,3の

国々の林業関係記覗を掲戦している。これをもとに他の

資料より多少補足してフィンランドの林業をまとめてぷ

た。

フィンランド共和国の林業

（1）政治・社会的背景：フィンランドは1809年に

帝政ロシアの自治公国となり，1917年ロシア革命のとき

独立を宣言し'19年に共和国となった。′55年12月に国

際連合および北欧理事会に加盟し，また'61年7月に欧

州自由貿易連合(EFTA)[注〕に参加し,政治的にも経済的

にも北欧諸国の一員として国際的に活躍するに至った。

〔注]EFTAはイギリス，スウェーデン，ノルウェー，デン

マーク，オーストリア，スイス，ポルトガルの7カ国による

貿易自由化ブロックである。

しかし，北大西洋条約機織や欧州経済共同体にはいっ

ていないことは同国がもつ複雑な国際関係を物語る。つ

まり，外交では中立政策を厳守しているものの，地続き

の強大な隣国ソ連邦の影識を避けられない宿命にあり，

これがフィンランドの外交，内政を支配する因子となっ

ているからである。なお'73年1月7日に東ドイツとフ

ィンランドの両共和国間に外交関係が成立し，自由共存

の政策原理に相応し両国民の友好関係に役だつ一歩前進

がなされ，これにもとづき政治，経済，科学技術，およ

び文化の提携がいっそう確実になる。

（2）経済・産業の概況：フィンランド（住民はSUo-

miと自称する）は人口約460万人，国土面積3,370万

haであり湖沼〔注〕を除く国土の13%が農地"16%が荒

地であって残りの71％が森林である。

<注〕約66,000の湖沼は水面320万haにおよび，この国に

〃湖水の国"なる名称を与えている。したがって，陸地面談は

3,050万ha,うち森林は2,170万haを占める。

19世紀半ば煮でフィンランドは主として農業国であっ

たが森林資源がしだいに開発され，共和国として独立す

るにおよんで外国貿易の機会が開け，木材およびパルプ

加工品の世界有数な生産，輪出国となった。すなわち，

木材，木材加工および紙工業はこの国の工業部門での最

も重要なものであり，その製品の60％が輸出に向けら

れている。

フィンランドば社会主義国でなく経済は私有制度と自

由企業に立脚している。しかし，国家はアルコール飲料

の専売や鉄道と森林の28％を所有するぼか木材関連工

業の相当部分を独占している。木材製品のほか金属工業

製品駐〕を含む輸出品目の根強い需要がこの国の経済発

展を助けており，輸出相手国としてはイギリスが最大の

顧客であり全輸出の20％以上を占め，西ドイツとソ連

邦からは多量の原料を輸入している。地域的にはEFTA

諸国との貿易が輸出入とも1/3を越えている。

〔注〕製紙および木材力I江工業がこの国の韮聯産業である

が，金属加工工業の台頭は龍2次大戦の対ソ賠倣によって大

きく刺激された結果である。

（3）林業一般：フィンランドはソ連邦とスウェーデ

ンに次いで欧州第3の森林面積(住民1人当たり4.7ha)

を享受している。生産林地(produktiveWaldfliiche)

は2,050万haと把握され，うち約16%が収益性豊か

な経済林であるにすぎない。生産林地の総蓄穣は15億4

千万nl3に達し年成長量は4j700万Xn3であり,1ha当

たり蓄積ほ74m3となる。樹種は欧州アカマツが43%,

トウヒ38％，カバノキ17％，その他（ハンノキ，スズ

カケ等）2％である。

森林は私有が62.7％を占め，国有が28％，残りが会

社有ないし共同体有である。林道開設と組み合わせて人

工更新，沼地排水，施肥を20年を1期とする計画的基

準によって実施することで林木蓄積の向上が達せられる

はずである，たとえば'75年を目標に100万haの林地

を施肥するご・とく。

木材伐採は1970年に次の量（皮無し）に達した。

ア．幹材；1,320万m3=28.2%

（製材.･ベニヤ・枕木用材）

イ．パルプ材；1,880〃＝40．1〃

ウ．燃材j930"==19.9"

エ．残廃材；450〃＝9．7〃

オ．自然枯損材； 100〃＝2．1〃

計4,680〃＝100.0〃

以上の総量4,860万m3は50%が道路，他の50%は

水路によって輸送される。木材輸出とともにかなりの木

材輸入が行なわれている。

駐〕輸入は丸太がほとんどであり，その約60%がパルプ

材である。
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木材工業はおおよそ3,400万In3を製材品，合板，木

片板，繊維板，既製家屋(FertIghauser)に加工した。

最後のものは10人の製作者によって生産され50カ国以

上に輸出された。木材を原料とする分野では約23工場

が木材パルプ，さらに加工したセルローズ，紙，厚紙を

生産し130カ国へ輸出している。それと同時にフィソラ

ンドは世界第2の新聞用紙輸出業者でもある。

行政面では農務省に直属する森林管理局が林業最高の

機関と看倣される。その中に原則どおり国有林部と民有

林部の2つが設けられている。これに従属した組織には

県，郡の森林委員会とともに森林組合がある。すべての

森林所有形態に関する諸問題は国森林管理局の責務であ

る。

職業教育はヘルシンキ大学林学部，7カ所の森林官訓

練所，森林所有者訓練所および諸教科課程(Lehrgange)

によって確実にされている。

森林に関する研究開発は農務省に直属する研究機関に

統一されている。国自然保護官庁と民間自然保護機関は

国森林行政の支配下にある。総面積104,220haの9国立

公園と879110haの15自然公園はこれら機関の業務を

証明するものである。

ずである。すなわち，パルプ生産は約70％高めて870

万トンに，紙ないし厚紙は80％増加の450万トンにす

る計画である。これら目標の達成にはそれに相応するか

なりの生産能力の拡大が必要である℃

東シベリアではBratsk北方のセレンギンスクとウス

チイリム(Ust-Ilim)に2つの新工場ができる。さら

に4工場が拡張される，すなわち，ブラーツクの木材加

工工場，バイカル市のパルプ工場，クラスノヤルスクの

製紙工場，それにアムール河畔コムソモルスクの厚紙工

場である。

以上のほか，ソ連邦ヨーロッパ領域の森林地帯での生

産能力の拡大が計画されている。コンドポーガとコルI、

ラスに必要に応じ新しく製紙工場が設立されよう。コン

ドポーガの工場は2連の流れ作業設備(Taktstrassen)

を保持し，そのおのおのが年114,000トンの新聞用紙を

生産する能力を有するものとする。また，その他この種

生産設備はソリカムスクとスィクトウィフカールにおけ

る企業結合も保持することになる。

このほかカムスク，クライベダ，アルハンケルスクに

ある工場を近代化することを企図している。無線電子工

学および電子工学資料作成のための用紙の不変な需要増

に対してはマリナとピトクヤランタの新工場建設によっ

て考慮されている。

三井鼎三

‐

β

ー

付，ソ連邦の増大する紙生産

ソ連邦は1971年に約450万トンの紙を生産した。

'75年までに当該生産が年550万トンに高められるは

投 稿 募集lmWDornlⅡO09nI1ljo4IlbO111DOⅡ901”nOOlI”1hlIOooｳ111〃''0，11”'1001 ijllhIMDIIh川0UIIhlijOOIllI1jJD0I11u抑gIhlUDUOI108uillIOlⅡ00冊lllwDI

会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領によりふるってご寄稿下さい。会員

の投稿によって紙面がにぎわうことを期待しております。
今

技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表･自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく

省いて下さい。 〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷上がり3ページ以内)〕

林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に

ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結構です。

〔400字詰原穂用紙10枚（刷上がり2ページ)〕

上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から1枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。

原稿には，住所，氏名（必ずふりがなを付ける）および職名（または勤務先）を明記して下さい。

原稿の採否，掲戦の時期については，編集室にお任せ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲載できません

ので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。
掲戦の分には，薄謝を贈呈いたします。

送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室
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然の造形美が楽しまれ，生きること

の喜びを感じさせる。

さて，春の百花りょうらんに比べ

て，夏と秋，とりわけ冬の花木の少

なさをかこっていたところ，本書に

よって夏以降の花木の配置によい助

言をうけることができた。本書に

鵬四季にわたって213種の樹木が

カラーとモノクローム写真で紹介さ

れているが，それらほすぐれた撮影

と印刷の技術によって現物そのもの

の迫力が感じられる。これらから，

夏から秋にかけての好承の花木を選

んで配置したいと思っている。

さらに，本書は，庭木の使い方と

して，庭の主木，根締め用の木，生

垣用の木，日陰・乾燥・湿地。潮風

に耐える木，つる性の木，紅葉・黄

葉の美しい木，花の香りのよい木，

そして一年中花を楽しむ花木プラン

を示している。

庭木の植え方としては，植え場

所，移植の時期・方法および施肥と

くに寒肥（かんごえ）のやり方を解

説している。

庭木のふやし方としては，承し装

う，さし木，つぎ木，取り木および

株分けの方法を懇切に教えている。

この知識によって増殖を楽しむとと

もに,ふやした庭木は，これを知人，

親戚に贈ってこよなく喜ばれる。珍

しい木朧，たれあるいはさし穂をゆ

ずりうければ，自分の手でふやすこ

とができる。

木の実については，庭を飾る赤い

実,小鳥の好きな実，じぷな色の実，

食べられる実に加えて，罪つくりな

実と有毒の実について解説してい

る。赤い実が庭にあれば長期間楽し

むことができ，農家の庭先きで象か

けるウメモドキの真紅の実は印象的

なものである。

大気汚染が庭木におよぼす影響

は，万人にとって最近の関心事であ

る。著者は自らこの研究にとりくん

でおり，その成果に基づいて大気汚

染に強い木，弱い木などを示してい

る。しかし，著者も述べているよう

に，ケヤキ，ムクノキ，エノキなど

東京に生まれ，東京に育った樹木

が，すくすくと伸びるようになって

こそ，わたくしたちの健康も維持さ

れるものである。

庭をもたない方も，本書によって

得られる知識は，朝夕・昼休承の散

歩で，屋敷や公園に咲く花木をいっ

そう楽しく鑑賞することができよ

う。目まぐるしい今日の世相のなか

にあって，本書は自然を楽しむ憩い

のひとときと，これに近づくすべを

与えてくれるものである。

(日本林業技術協会顧問，坂口勝美）

の

鰡倉＝

』

四季の庭木

小林義雄著

A5判,186ページ,1,000R

朝日新聞社発行

昭和48年6月

P

」詞

ささやかなわが家の庭は，旅のつ

れづれにて，デパート屋上の庭木屋

にて，お不動さんの縁日にて，集め

たさまざまの花木の花が咲き，四季

の訪れを誤りなく告げてくれる。寒

い冬が終わって，お堀端のヤナギの

芽がうっすらと緑挺萠えてくると，

やがてチョウセンレソギ豆ウとサク

ラがぱっと咲き，ああ春が来たと思

わせる。つづいてジソチョウケ，モ

クレン，ハナスオウ，ツバキがつぎ

つぎと開花し，やがてツツジ類，ボ

タン，バラの季節となる。うっとう

しい梅雨空に，紫陽花は日を追って

色彩を変えて，目を楽しませる。真

夏に咲くキョウチクトウは，小説に

描き出されるロマンスを思い出させ

る。大気汚染で花が咲かなくなった

といわれたキンモクセイも，昨秋は

めずらしく燈黄色の小さい花ととも

に，強烈な芳香をただよわせた。

草花やランの花は，花木と同じく

季節の訪れを告げてくれるが，これ

らの花を楽しむには,培菱土の準備，

適期のたれまき，移植などに多くの

ひまとてまを必要とし，出張で不在

がちの山官には，いささか手が届か

ない。これに比べれば，花木はいち

ど植え込めば，あとは施肥，剪定と

病虫害の防除につとめるだけで，自

一

巴

tlItoDuI町luoRGnluloBnIol伽04110ⅡO01nQ81Ioo1hlIIlo･棚uIIIoolnQmDo8I1Blu8wh刷加Wno8uIIIh81jI1InllIoouI1tlU#01，11110#ⅡIIuj0IhMI90InQ1Mo'9nolIo90IIl1uu98I18ujj

下記の本についてのご注文は，当協会へ
古書はとかく売切れになりやすいので，ご注文は，お早目に。お申し込承に対
し在庫がありましたら，すぐ送付致しますから，それによってご送金下さい。』

『

古 書 コーナー“

者’名 ｜著書

通俗教育愛林思想付記念安藤時雄A6141頁大71,000円
植林美談PIs2

…艤蕊織蕊…|重鰯翼M鯛睾::：
高密度林道網による営林方式
に関する調査研究

有名林業地’編

日本林業の現状1資源2中央林業相談所･A54冊1964ﾍﾉ65
造林保護3林産4国有林編3,500円
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麗群状うえつけ（技術開発情報）

林野庁業務課昭48.3B5版158P

この資料は，国立林試の協力を得て94編の文献を集

録したものであり，一般論9稿14編，生態17稿19編，

更新補助3稿4編，雪害8稿19編，作業法の改善3稿

3編，機械力の導入1稿2編，省力18稿28編からなっ

ている。

（配付先各営林局，都道府県林務部課）

■林地の複合経営試験に関する報告書

（造林地における牧草栽培試験成績）

林業試験研究推進東北プロ､ソク協議会

昭48年3月B5版99P

この報告書は，東北ブロックの各林業試験場共同試験

として昭和41年度より実施してきた試験結果をとりまと

めたものである。

I総括

I試験成績

A各県の試験成績

B東北支場の成績

（配付先東北関係林務部課，同林試，営林局，

林木育種場）

郡

､

一

函造林方法調査報告書（昭幻年度）

林野庁昭48．3B5版335P

この調査は，造林事業をめぐる情勢が，資金，労働力

の不足，先行不安等により悪化の一途をたどり，事業量

が減退の傾向を強めており，とくに低質広蕊樹林地帯で

は自営造林は困難の度を深め，分収造林，受託造林，協

業造林などの組織造林の役割がますます増大しているこ

とから，その実態を調査し，組織造林の実行体系と導入

条件を明らかにしようとする目的で林野庁が森林資源総

合対策協議会に調査を委託したものである。

序章組織的造林，特に公社造林および協業体造林の

展開と問題点

第1編公社造林の実態

第1章公社造林の地域性

第2章公社の機構

第3章公社造林事業の対象

園民間の最近における立木取引の実態並びに

価格動向に関する調査研究

林野庁林政課昭48.5B5版264P

この報告書は，きわめて地域的特色の強い立木取引の

変遷過程とその諸要因の分析を最近の木材価格の長い低

迷期から高騰期に移る直前の段階までのことについて，

林野庁が財団法人林業経済研究所に委託してとりまとめ

たものである。

目次のおもなるものをあげると

調査研究の目的および方法

l総論

1．立木取引をめぐる最近の特徴的動向

2．立木取引の経緯

3．立木購入者の動向

4．立木価格及び林地価格の動向

I各地方における立木取引の実態

茨城県大子地方,静岡県天竜地方,三重県尾鷲地方，

徳島県木頭地方，大分県日田地方

（配付先都道府県林務部課，各営林局）

△

●

虫

章
章
章

４
５
６

第
第
第

造林事業

事業内容

公社事業

の実行

購よび実縦

と林業労働

第2編

第1章秋田県の公社造林と協業体造林

第2章神奈川県における公社造林の実態と問題点

第3章長野県の公社造林と協業体造林

第4章広島県の公社造林と協業体造林

第5章高知県の公社造林と協業体造林

から構成している

（配付先都道府県林務部課，各営林局）
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言＝

三
＝

90％以上をしめる唯一の財源です。そうして多くは砂呈言OPEC（石油輸出国機構・Organization＝

冒漠の国で=ofPetroleumExportingCountries)gX':RIE:grWXr:XU"E.ggXXX''z国民生活に必要なものはほとんど欧米・日皇言ofPetroleumExportingCountries）＝
皇 本などの先進国からの輸入に依存している状態です。三
号＝

言1960年にベネズエラ，サウジアラビア，イラン，イ従来はこの石油収入をいっさいドル建でまかなって三
三 ＝

ミラク，クウニートの世界5大産油国が共同歩調をとつきたのですが，最近のようにドルの購買力が弱重り，皇＝

言て欧米系の国際石油資本に対する発言権の拡大を図るその切下げや先進国通貨の変動相場制への移行が実現三＝：
目＝

言ため結成した機構で，その後アルジェリア，インドネしたりすると，それが産油国の台所に深刻な影響をおミー
ーニ

言シアなどが参加し全部で10カ国で椎成されています。よぽしてきました。ニー
ー

冒先だって（6月2日)OPECは国際石油資本との交今回の石油公示価格の交渉は,単価の引上げだけで三
目＝ 二＝

冒渉で原油公示価格を11.9％引き-上げました。このおかなく，今後の計算方式にドル以外の先進国通貨の動向曼三

言げでわが国の石油製品価格にまたはねかえりがくるのをもり込んでOPEC側収入の実質的目減りを防ぐこ三＝呂

＝ ＝

三ではないかと危ぶまれていますが，それはさておき。とに成功しました。二
二

gOPEC諸国は，自国内で採油している石油会社からなん10'年もの間，独占的な支配をほしいま室にして三
＝

三 二
言産油量に応じて利権料と税金を徴収します。公示価格きた国際石油資本が一歩ゆずらされたかたちで，産油三＝

二

言とはその産出額計算の基礎となる単価のことです｡諸国の経済独立を図る民族主義がかちとったひとつの呈

員"‘諦扁歸締‘,烈鰄蹴繍孟急"‘I篤詔就耐‘:編馬N_卿脚‘‘,,州‘州順綱剛艸卿卿順卿"ゞ

■

‐

昌争1

通J超電噸ごだ，承潤細砂､錘'

機
械
器
具
の
考
案
の
評
価

去
年
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
依
頼
で
、
日
本
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
チ
エ
ン
ソ
ー
関
係
特

許
公
報
二
百
余
件
に
つ
き
、
そ
れ
ら
の
重
要
性
と
実
用
性
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
結
果
は
チ
エ
ン
ソ
ー
エ
業
技
術
上
意
義
の
あ
る
発
明
が
意
外
と
少
な
い
こ
と
に
一

驚
さ
せ
ら
れ
た
。

さ
す
が
に
ア
メ
リ
カ
の
特
許
に
は
実
用
的
に
も
優
秀
な
も
の
が
百
件
中
に
十
数
件
あ

っ
た
が
、
日
本
の
特
許
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
会
社
の
出
願
に
よ
る

重
複
し
た
も
の
を
除
け
ば
、
特
筆
す
べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
始
末

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
の
す
べ
て
は
熱
心
な
考
案
者
の
努
力
の
成
果
で
あ
ろ
う
し
、
特
許

法
的
に
は
立
派
な
発
明
で
あ
る
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
チ
｝
ラ
ソ
ー
産
業
の
立
場
で
、

あ
る
い
は
チ
エ
ン
ソ
ー
使
用
技
術
者
の
目
で
こ
れ
を
見
た
場
合
、
失
礼
な
が
ら
愚
案
と

し
か
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
思
い
つ
き
が
山
積
み
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

林
業
界
で
も
昔
か
ら
機
械
器
具
の
発
明
考
案
を
奨
励
し
て
き
て
お
り
、
表
彰
を
受
け

た
考
案
の
数
だ
け
で
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の

ど
れ
だ
け
が
今
日
現
場
で
活
用
さ
れ
、
林
業
技
術
に
貢
献
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
？

一
応
の
権
威
？
の
あ
る
特
許
に
お
い
て
す
ら
前
記
の
よ
う
な
状
況
な
の
だ
か
ら
、
林

業
界
で
の
表
彰
発
明
な
ど
に
そ
ん
な
に
神
経
を
と
が
ら
せ
る
な
と
叱
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
か
つ
て
審
査
に
関
係
し
た
こ
と
の
あ
る
わ
た
く
し
と
し
て
は
、
こ
こ
に
改
あ

て
自
己
批
判
と
と
も
に
若
干
の
提
案
を
す
る
責
任
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

林
業
技
術
に
関
す
る
表
彰
は
、
そ
の
業
績
と
、
そ
の
貢
献
度
を
ふ
り
返
っ
て
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
機
械
器
具
に
つ
い
て
は
考
案
試
作
の
段
階
で
は
ま
だ
業
績
の
中
途

に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
真
の
価
値
を
測
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
多
く
の
現
場
に
導
入
さ

れ
、
客
観
的
な
好
成
縦
を
あ
げ
は
じ
め
る
ま
で
慎
重
に
待
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す

ぐ
れ
た
審
査
員
で
も
、
初
期
の
試
作
段
階
の
機
械
を
見
た
だ
け
で
将
来
の
貢
献
度
を
予

知
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
し
、
早
ま
っ
た
表
彰
は
考
案
者
を
逆
に
ス
ポ
イ
ル
し
、
大

衆
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
す
ら
も
あ
る
。

で
き
る
な
ら
、
機
械
器
具
に
関
し
て
は
、
そ
の
考
案
試
作
か
ら
実
用
普
及
に
至
る
ま

で
の
開
発
者
の
努
力
の
過
程
を
評
価
す
る
こ
と
に
し
、
機
械
器
具
そ
の
も
の
は
表
彰
の

対
象
か
ら
除
い
て
も
ら
い
た
い
と
さ
え
思
う
の
で
あ
る
。

機
械
の
開
発
と
い
う
仕
事
は
、
企
画
、
設
計
、
試
作
、
修
正
、
現
地
試
験
改
造
と
い

う
よ
う
な
過
程
を
く
り
返
し
、
試
験
段
階
か
ら
市
販
段
階
に
は
い
っ
て
さ
え
も
、
ま
だ

設
計
変
更
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
開
発
屋
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

試
作
機
の
考
案
や
現
地
試
験
段
階
で
は
ま
だ
ほ
ん
の
序
盤
戦
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

本
当
の
苦
労
は
、
実
は
新
製
品
が
ユ
ー
ザ
ー
に
喜
ば
れ
、
営
業
も
安
心
し
て
売
り
ま
く
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
長
い
仕
上
げ
の
段
階
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
Ｅ
・
ヴ
ォ
ル
フ
）

‘＝

ひ

身
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仮事務所のお知らせ

(鰯窒證鰈昌裟）本会の会館建設中 の仮事務所は下記のとおりです。

記

一
．’

酷 一一一一一

電話番号｜所地 属’
”

所 在

東京都千代田区六番町七番地山啓ピル4階
〒102

（本部）

東京都千代田区六番町十番地市川ビル
〒102

驚鳥瀞溌胃饗鶉
総務部（総務課,経理課）
企画部（島，竹崎）

総務部（編集室）
企画部（小幡，岩田，加藤）

検査部（全員）

03（261）5281～3

1

’
03（261）3412

103(262)4485

103(261)3211~2

一

｜

’

|，

東京都千代田区平河町1丁目2番10号
〒102

総務部（聯業課）
測熾部（写真関係業務を含む）

堀常務理聯

耀譲蟻員）
開発部（全員）

03（261）5284～5

東京都千代田区五番町四番5号
番町第六金井ピル

03(262)4475
03（262）4684～5

〒102

協会のうごき

．第1回常務理事会

昭和48年7月26日正午より東京都千代田区六番町主婦

会館会議室において開催した。

出席者常務理事：伊藤，遠藤，尾崎，篠崎，孕石，

森田

参与：林野庁計画課長，業務，研究普及

造林保護，治山各課長

本会より：福森，小田，堀，吉岡，松川

以上16名

福森理事長より挨拶があり，引き続いて議題である業

務の進渉状況，会館建築についての進渉状況を，理事長

より説明ならびに報告があった。

>林業技術編集委員会ぐ

6月12日（火）東京都千代田区六番町山啓ピルにお

いて開催。

出席者：天田，杉原，只木，中野真人，中村，西口，

の各委員と，本会から，小田，小幡，八木

沢，福井，寺崎

7月10日（火）東京都千代田区六番町主婦会館にお

いて開催。

出席者；熊崎，下山，高田，只木，中野達夫，中野真

人，西口の各委員と，本会から，小田，小

幡，八木沢，福井，寺崎

‐

写

？

昭和48年8月10日発行

林業技術第377号

編集発行人福森友久

印刷所合同印刷株式会社
～

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
冠話（261）5281（代)'､45

（振欝東京60448稀）
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新各学術の入門者がたやすく学べる統計の理論と応用方法

菫ﾘ熱駕卓鱒論鮒j凝雛
著悪鮪難鮭縦灘蕊溌鴛蕊
この観点から近代統計学の理論と応用が体系たてて容易

■
■
■

■

京都府立大教授大隅真一博士･山形大教授北村昌美博士

値州大教授菅原聰博士，他専攻家3氏共著
A5上製440頁･図64版定価1600円。送料170円

に理解でき，この一冊あれば初心者でも完全にマスター

できるよう新しく編成された入門書です。林学の学生，

研究者，技術家も身につけおくべき知識の懇切な新著。

今
従来の測樹学に最新の計測技術を導入した画期的傑作

本譜は近代林業を目指して従来の測樹学を脱却し，章を

緒論(概念,範囲と分け方,小史,記号,通と単位,精度その

他),1樹木の測定噸説,幹形,伐採木の測定,立木の測定，

樹木の生長量の測定，樹木の重量の推定),2林分の計測

(概説,林地面積の測定,毎木調査による林分材積の推定，

標準地又は標本地による材積の推定，プロットレスサン

プリングによる推定2航空写真による推定,林分重量の推

定,林分生長量の推定と予測),3大面積の森林蓄積の調査

(概説,航空写真の応用,標本調査による森林蓄積の推定）

付録＝森林計測のための統計的基礎，関係付表,に分ち，

森林を対象とする計測技術の新しい体系を確立した新著

．
ｊ
１
２
１
８
学
１
１
臼

町
一
一
一
号邑

一 ロ

鳥取大学助教捜栗村哲象著噺しい林価算法較利学〕

A5上製400頁･図30版定価1500円・送料140円

本書は,従来の林価算法較利学を徹底的に批判摂取し,近

年急速に発展しつつある会計学，特に管理会計論を参考

とし,新しく林業管理会計論を体系化した新著で,編を1

総論，2林業個別管理会計論(林業資産評論論,林莱投資

決定論，3林業総合管理会計にわかちて説明すると共に

殊に類書にない林価算法と一般の不動産評価法との関係

を明かにし,また,一々問題と解答を掲げて詳述してあり

林業家,学生,技術家は勿論,農業経営研究家の必読書。

京大教授赤井重恭博士箸（樹病と木材腐朽の新解説）

樹病学総論識儘o觜厚豊晶龍
章を○序論○樹木疾病の原因○伝染病の発生機櫛○樹木

(林木)の保護対策○材質腐朽と防腐にわかち,従来と異る

編成で,新しい研究と実際防除に役立つよう簡明に記述。

’
◆

発行蕊悪霊鑿鯛〔鞭:〕蕊養賢堂
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図面の面積を測るときプラニメーターが便利です

ｵー バｯｸEならもつとべんゆです
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読取りや差引き冊l･算の必喪がありません。

直進式-Lineartype－慨針力『ないので図而上に慨いただけで使えます。長大図而の測
定も一膜で済みます。

No.001蝋式=¥18,000NoOO2遊標複式=¥20,000ルーペ式と指針式があります。
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